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新年のごあいさつ 新年のごあいさつ 

「医療制度改革大綱」に、断固反対

新年あけましておめでとうございます。

年末に政府は、「医療制度改革の大綱」を発表しました。高齢化を背景に膨らむ医

療給付費を抑制するため、高齢者を中心に患者負担を引き上げ、75歳以上を対象と
する高齢者医療保険制度を創り、保険料を徴収するほか、国が運営する政府管掌健

康保険を県単位で運営させる方針で、関連法案は２月の通常国会に提出されます。
また、４月には診療報酬改定があり、マイナス改定が提案されています。
すでに３年前、健保本人自己負担３割となり、受診抑制のため疾病の重症化や早

期発見の遅れなど、多数の健康被害が発生しました。今回、「公的年金が充実した老

人は弱者ではない」と負担を引き上げますが、すでに年金額は驚くほど減額されて

おり、ほとんどの退職高齢者は「病気と貧困」の不安におののいています。

高齢人口増加にともなう医療費増加は自然の成り行きですし、医療技術や医学の

進歩が医療費を増やすのは当然のことです。他の先進国に比し、日本の総医療費は

少なく、国民の自己負担が高いのです。

国の支出予算削減のために、他の制度改革と同じ次元で「医療制度の構造改革」

を進めることは、いたずらに国民医療の荒廃に拍車をかけます。アメリカは世界最

高の医学水準でありながら、平等な医療を受ける機会の無い差別

医療の国ですし、イギリスは国民皆保険や医療技術がありながら

医療費抑制政策で医師やナースの低賃金と過重労働、医療機関の

疲弊で医療は荒廃してきました。「前者の轍」を踏まないために、

政府の「単なる予算削減のための医療制度改革大綱」に断固反対

します。

本年も「保険医の生活と経営を守り、国民のためのより良い医

療制度」のため奮闘したいと思います。よろしくお願いします。

石川県保険医協会

会長　井沢　宏夫
（金沢市・内科）

保険医協会は 

国民医療の充実と 

保険医の生活を守ります。 

本号は保険医協会未入会の先生方 
にもお届けしました。 

　お電話または同封の入会申込ハガキに必要事項を記入のうえ、 
ご返送下さい。 

◎会　費（月額） 

◎入会金　な　し 

◎連絡先 

石川県保険医協会
電話  076（222）5373　FAX  076（231）5156 

E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp

※３カ月ごとに銀行口座から引き落としさせて頂きます。 
開業医　4,500円／勤務医　3,800円 

〒920-0902 金沢市尾張町2丁目8番23号 
 （太陽生命金沢ビル6Ｆ） 

入会の方法は

保険医協会にぜひご入会下さい！

医科　724人、歯科　273人 

会員数　997人 
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石川県保険医協会
第３２回定期総会
日　時 

午後4時～7時 
2006年2月25日（土）

場　所 金沢都ホテル7階 飛翔の間

※詳しくは、後日案内チラシなどでご確認ください。 

テーマ「アスベスト（石綿）の真実」 
～アスベストによる健康障害を防ぐために～ 

講  師 北川　正信 氏（元富山医科薬科大学教授） 

《第1部》 （午後4時～6時） 

　市民公開講演会 

《第2部》 （午後6時～7時） 

　総　会　議　事 
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守
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守
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守
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患
者
負
担
軽
減
、診
療
報
酬
改
善
を
求
め
て 

運
動
の
輪
を
よ
り
大
き
く 

事
務
局
　
東
　
亮
子 

保
団
連
中
央
要
請
行
動
 
参
加
報
告
 

囲 

解 
答 

碁 3
5

1
2

4
（
問
題
は
23
面
に
あ
り
ま
す
） 

イ 

ロ 

黒
1
の
ホ
ウ
リ
込
み
が
好
手
。
白

2
に
黒
3
か
ら
5
で
白
死
で
す
。
 

黒
1
で
イ
は
白
5
。
黒
3
で
5
は

白
ロ
で
白
生

き
。
 

白
4
で
イ

な
ら
黒
ロ
で

白
死
で
す
。
 

▲
3
二
金
△
同
玉
▲
2
四
桂
△

2
二
玉
▲
3
三
銀
△
同
桂
▲
2

一
飛
成
△
同
玉
▲
4
三
角
成
△

2
二
玉
▲
3
二
馬
ま
で
十
一
手
詰
。 

〈
解
説
〉
3
手
目
▲
2
四
桂
を
△

同
歩
は
▲
4
三
飛
成
以
下
の
詰
み
。

5
手
目
▲
3
三
銀
が
好
手
で
△

同
玉
は
▲
4
三
飛
成
以
下
の
詰
み
。

な
お
5
手
目
す
ぐ
に
▲
2
一
飛

成
は
△
3
三
玉
で
届
か
な
い
。 

（
問
題
は
23
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

将
棋
解
答 

第
十
六
回
理
事
会
は
、
井

沢
会
長
が
九
条
の
会
石
川
ネ

ッ
ト
の
集
会
へ
出
席
中
の
間

に
報
告
事
項
を
済
ま
せ
る
と

い
う
設
定
で
始
ま
っ
た
。

報
告
事
項
で
は
、
保
団
連

共
済
制
度
運
営
委
員
会
の
報

告
が
会
員
へ
の
影
響
、
医
師

会
な
ど
他
団
体
と
の
協
調
な

ど
を
含
め
て
最
も
大
き
な
話

題
で
あ
っ
た
が
、
現
時
点
で

は
保
団
連
の
最
善
の
対
策
を

待
つ
以
外
は
な
い
と
い
う
こ

と
に
留
ま
っ
た
（
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
二
〜
三
カ
月

以
内
に
保
団
連
か
ら
何
ら
か

の
案
内
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
）。保

団
連
研
究
部
会
へ
の
出

席
報
告
で
は
、
歯
科
関
連
の

予
防
処
置
の
保
険
点
数
化
に

向
け
た
対
応
を
開
始
す
る
と

い
う
明
る
い
話
題
が
熱
く
語

ら
れ
た
。

保
険
審
査
通
信
二
〇
五
例

の
検
討
で
は
、
慢
性
疾
患
患

者
の
二
カ
所
受
診
時
の
検
査

の
適
応
に
つ
い
て
討
議
さ
れ

た
。
詳
細
は
保
険
医
新
聞
二

月
号
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。

協
議
事
項
で
は
、
来
年
度

の
医
療
保
険
改
定
に
関
す
る

情
報
の
整
理
、
内
灘
町
の
国

保
資
格
証
明
書
交
付
処
分
に

対
す
る
審
査
請
求
な
ど
が
話

し
合
わ
れ
た
後
、井
沢
会
長
、

喜
多
副
会
長
か
ら
第
四
十
回

保
団
連
大
会
活
動
方
針
案
の

ま
と
め
が
提
示
さ
れ
（『
全

国
保
険
医
新
聞
』
十
一
月
二

十
五
日
号
参
照
）、
こ
れ
に

対
す
る
石
川
協
会
の
対
応
を

検
討
し
た
。

保
団
連
の
提
示
し
て
い
る

大
会
方
針
案
は
、
あ
ま
り
に

も
総
花
的
で
、
ポ
イ
ン
ト
が

絞
ら
れ
て
い
な
い
。
今
は
医

療
制
度
改
善
に
向
け
て
の
運

動
を
他
団
体
と
協
力
し
て
実

り
あ
る
も
の
に
し
な
い
と
い

け
な
い
時
で
あ
る
。
十
万
人

会
員
と
な
っ
た
保
団
連
の
組

織
活
動
に
つ
い
て
、
も
っ
と

豊
か
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
欲
し

い
。
医
療
運
動
や
平
和
運
動

へ
の
傾
注
が
大
き
く
、
医
師

本
来
の
医
学
、
学
術
に
関
す

る
領
域
が
石
川
協
会
の
手
が

け
て
い
る
も
の
し
か
あ
が
っ

て
い
な
い
等
々
、
厳
し
い
指

摘
が
な
さ
れ
た
。【

西
田
　
記
】

保団連大会 
方針案を議論 
保団連大会 
方針案を議論 

（12月6日・13人出席） 

第16回 理事会点描 

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）
に

東
京
都
千
代
田
区
都
市
セ
ン
タ

ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
二
〇
〇

五
年
度
第
二
回
保
団
連
地
域
医

療
対
策
部
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。冒

頭
、
宇
佐
美
副
会
長
が
開

会
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
社
会
保

障
制
度
の
充
実
と
弱
者
の
権
利

を
守
る
こ
と
の
重
要
性
が
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
議
事
に
移
り
ま
し

た
が
、
今
回
は
医
療
保
険
・
介

護
保
険
の
同
時
改
定
を
控
え

て
、
か
な
り
突
っ
込
ん
だ
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
介
護
保
険
制
度
「
改

正
」
に
関
す
る
こ
と
で
は
、
す

で
に
本
年
十
月
か
ら
介
護
保
険

施
設
に
お
け
る
居
住
費
・
食
費

の
自
己
負
担
化
が
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
伴
い
経
済
的
負
担

の
増
加
で
退
所
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
例
も
あ
り
、
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
で
は
介
護
保
険
施
設
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
負
担
増
に
よ
り

入
所
待
機
者
も
減
っ
て
い
る
と

の
報
告
も
あ
り
、
各
自
治
体
に

照
会
す
る
な
ど
の
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
来
年
度
か
ら

施
行
予
定
の
新
予
防
給
付
に
つ

い
て
も
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
立
ち
上
げ
の
具
体
案
の

な
い
自
治
体
も
多
い
中
、
拙
速

に
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
意
見
が
大
勢
を
占
め
て
い
ま

し
た
。

次
に
、
医
療
制
度
「
改
革
」

関
連
で
は
、
厚
労
省
の
「
医
療

構
造
改
革
試
案
」
に
つ
い
て
の

議
論
が
あ
り
ま
し
た
。「
試
案
」

で
は
疾
病
予
防
に
よ
り
重
点
を

置
く
体
裁
が
整
え
ら
れ
て
い
る

も
の
の
、
内
容
を
吟
味
す
る
と

都
道
府
県
に
総
入
院
日
数
・
総

外
来
受
診
回
数
・
在
宅
復
帰

率
・
在
宅
な
ど
で
の
看
取
り
率

な
ど
の
数
値
目
標
を
設
定
し
、

そ
の
達
成
を
迫
る
形
と
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
在
宅
看
取
り
率

に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
上
げ
る

た
め
に
終
末
期
の
患
者
を
病
院

か
ら
遠
ざ
け
る
事
態
も
危
惧
さ

れ
、
新
た
な
人
権
侵
害
の
温
床

と
な
り
か
ね
な
い
と
の
意
見
も

出
て
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
経
済
性

を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
必
要
な

医
療
・
介
護
を
受
け
る
こ
と
を

制
限
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

が
、改
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

各
協
会
の
地
域
医
療
活
動
の

報
告
も
行
わ
れ
、
石
川
協
会
か

ら
は
、
七
尾
市
の
障
害
者
医
療

費
助
成
制
度
の
後
退
を
約
半
年

の
運
動
で
復
活
さ
せ
た
事
例
を

報
告
し
ま
し
た
。
こ
れ
以
外
に

も
、
当
協
会
で
は
昨
年
来
「
人

権
」
に
関
す
る
勉
強
会
も
行
っ

て
お
り
、
高
齢
者
の
人
権
擁
護

に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
北
陸
か

ら
発
信
で
き
る
こ
と
も
多
い
と

実
感
し
、
今
後
の
取
り
組
み
を

続
け
る
上
で
大
変
よ
い
刺
激
と

な
り
ま
し
た
。

く
し
く
も
高
齢
者
患
者
負
担

増
が
目
白
押
し
で
あ
る
政
府
・

与
党
の
「
医
療
改
革
大
綱
」
が

決
定
さ
れ
た
十
二
月
一
日
、
患

者
負
担
軽
減
や
診
療
報
酬
改
善

の
財
源
確
保
を
求
め
る
保
団
連

中
央
要
請
行
動
に
参
加
し
、
会

員
連
名
署
名
百
三
十
六
筆
を
首

相
、
財
務
相
、
厚
労
相
、
県
選

出
国
会
議
員
六
人
、
中
医
協
会

長
に
提
出
、
要
請
を
行
っ
た
。

議
員
本
人
へ
の
要
請
は
か
な

わ
な
か
っ
た
が
、
秘
書
と
の
面

談
の
中
で
「
小
泉
チ
ル
ド
レ
ン

の
影
響
で
、
部
会
で
の
族
議
員

の
影
響
が
薄
れ
、
政
治
の
流
れ

が
変
わ
っ
た
」
と
の
話
や
「
署

名
で
な
く
、
患
者
や
医
師
を
集

め
た
集
会
を
開
く
な
ど
顔
が
見

え
る
活
動
が
よ
り
効
果
的
で
あ

る
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

一
様
に
、
医
療
に
対
す
る
関

心
は
あ
る
も
の
の
、
政
府
が
推

し
進
め
る
「
改
革
」
の
中
で
、

一
議
員
が
果
た
せ
る
役
割
が
縮

小
し
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
面
談
内

容
で
あ
り
、
医
師
・
患
者
が
一

丸
と
な
り
、
世
論
と
し
て
こ
の

「
改
革
」
を
押
し
戻
す
必
要
が

あ
る
と
感
じ
た
。

午
後
か
ら
は
国
会
内
で
開
催

さ
れ
た
「
患
者
負
担
増
反
対
、

診
療
報
酬
改
善
十
二
・
一
国
会

内
集
会
」
に
参
加
し
た
。
こ
の

集
会
に
は
四
十
二
人
の
衆
参
国

会
議
員
（
秘
書
含
む
）、
各
協

会
役
員
、
事
務
局
を
合
わ
せ
百

三
十
六
人
の
参
加
が
あ
り
、
ま

た
、
二
十
一
人
の
議
員
か
ら
賛

同
が
寄
せ
ら
れ
た
。

室
生
昇
保
団
連
会
長
に
よ
る

開
会
の
あ
い
さ
つ
の
後
、「
怒

り
を
共
有
し
て
頑
張
り
た
い
」

「
負
担
増
は
な
ん
と
し
て
も
阻

止
し
た
い
」
な
ど
八
人
の
出
席

国
会
議
員
か
ら
の
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。

来
賓
と
し
て
参
加
し
た
東
京

医
労
連
の
宮
崎
洋
子
副
委
員
長

は
、
看
護
師
の
立
場
か
ら
、
在

院
日
数
の
短
縮
が
進
む
中
、
業

務
量
は
増
え
、
労
働
環
境
は
悪

化
、
退
職
者
が
後
を
立
た
な
い

と
い
う
厳
し
い
看
護
の
現
場
に

つ
い
て
紹
介
し
、
こ
の
状
況
を

打
破
す
る
た
め
に
は
診
療
報
酬

に
よ
り
財
政
的
裏
打
ち
が
な
け

れ
ば
と
訴
え
た
。
ま
た
、
全
国

腎
臓
病
協
議
会
の
栗
原
紘
隆
副

会
長
は
、
与
党
の
医
療
改
革
大

綱
に
透
析
患
者
に
対
す
る
負
担

増
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
触

れ
、「
腎
臓
病
患
者
へ
の
狙
い

撃
ち
だ
」と
し
て
憤
り
を
示
し
、

共
に
運
動
し
て
い
く
決
意
を
述

べ
た
。

そ
の
後
、
集
会
の
参
加
者
か

ら
各
協
会
で
の
現
状
や
取
り
組

み
、
要
請
の
手
応
え
な
ど
が
相

次
い
で
紹
介
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
集
会
の
最
後
で
①

患
者
負
担
増
の
医
療
制
度
「
改

革
」
は
や
め
る
こ
と
、
②
必
要

な
医
療
は
公
的
医
療
保
険
で
保

障
し
、
③
混
合
診
療
を
拡
大
し

な
い
こ
と
、
医
師
、
看
護
師
の

増
員
や
医
療
の
質
と
安
全
性
が

確
保
で
き
る
よ
う
診
療
報
酬
を

改
善
す
る
こ
と
、
④
就
学
前
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
を
国
の
制

度
と
し
て
創
設
す
る
こ
と
の
四

点
を
求
め
る
決
議
を
全
員
の
拍

手
に
よ
っ
て
採
択
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
今
後
も
医
療

改
悪
阻
止
の
運
動
を
各
協
会
、

関
係
団
体
で
協
力
し
て
推
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

確
認
す
る
場
と
な
り
、
非
常
に

有
意
義
で
あ
っ
た
。

【
関
連
記
事
四
面
】

国会内集会であいさつに立つ室生昇保団連会長
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二
〇
〇
六
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
 

医
療
関
連
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
医
師
・
歯
科
医
師
の
連
名
要
請
書
 

意
見
覧
に
寄
せ
ら
れ
た
私
の
要
望

意
見
覧
に
寄
せ
ら
れ
た
私
の
要
望

国
民
皆
保
険
を
守
れ
！
 

医
療
構
造
改
革
に
断
固
反
対
！

現在でも患者さんは通院回数を

減らし医療費の負担分を減らそうとし

ています。治せる病気が治せなくなる傾

向が強く見られるのです。 

（小松市、内科） 

前回の選挙では自民党に

入れたのに自民圧勝の結果が出

ると財政再建と称して医療費を

抑制するとはだまし討ちに等しい。

次回の選挙結果を見るが良い。 

（小松市、内科） 

日本国の将来の為、

今の制度を守ること。戦

前戦後を見てきた老医

にはよく分かります。 

（輪島市、内科） 

医療の安全性の確保・

質向上の担保は病院の自主的

な努力では限界です。厚労省も、

それを保障する診療報酬の実

現に努力してください。 

（金沢市、外科） 

小児医療での負担増は両

親が若い場合が多くよく考えて

もらいたい。予防医学的にも肺

炎球菌、インフルエンザ菌、おた

ふくカゼワクチン、インフルエン

ザワクチン等の各ワクチンの接

種をぜひともお願いしたい。 

（白山市、小児科） 

医療・福祉と市場経済は別物

です。弱者の生存権に関る問題です。 

（野々市町、内科） 

格差社会は多くの国民の

健康を蝕みます。すべての国民に

健康を望みます。 （能美市、内科） 

患者さんがやっと

慣れた現行制度の維持 

（金沢市、内科） 

国民血税の無駄

遣いや不正、ごまかし

の使用を阻止すること。 

（白山市、内科） 

必要な医療は医療

保険で給付してください。 

（金沢市、内科） 

患者負担が大きく、現在処置が

必要な患者さんが受診できない状態

です。国民の健康を少しでも考えるな

らば、良心が少しでもあるようでした

ら、再考してください。 （羽咋市、歯科） 

私は不治の病で、数年来

病院に入院、外来通院を継続

治療を続けていますが、診療費

の支払など大変苦労しており

ます。他の多くの患者さんも同

じ状況で、医療費の負担軽減を

宜しくお願いいたします。 

（金沢市、耳鼻咽喉科） 

四人の子どもたちと妻を引き連れ

て30年ぶりに田舎へ帰って、星を眺め、

山を歩き、海を眺め、歯科医院を開設し

て3年が経ちましたが、7～8万／月の

赤字経営が実情です。過疎は進むし今後

に明るい見通しが見えないのですが、小

泉総理大臣殿、どう思われますか。 

（穴水町、歯科） 

ある程度の負担増は、現状で

はやむをえないと思いますが、少

なくとも老人・障害者等弱者への

負担増はやめてほしいと思います。 社会保障や医療関連予算の削減

を計る前に、無駄な公共事業への投資を

控えてその予算を振り向ければどれだ

け病める人が救われるかもしれないと

考えると税金を納めるのが腹立たしい。 

（七尾市、内科） 

人間を大切に

するよう望みます。 

（小松市、内科） 

月額年金わずか

20万円弱の退職サラリ

ーマン夫婦が多いが、こ

のような層から医療費

の患者負担を増やそう

とするのは誰がみても

非常識である。 

（金沢市、内科） 

生命を軽んずる改革には

断固反対です。単に財政面からだ

けで決めるべきではありません。 

（小松市、内科） 

肺炎の高齢者が、お金がかかるので、

レントゲン診断はイヤ！入院もできない！

死んでもよい！という。こんな例が増えて

いるのを厚労省・小泉総理は知っている

のか！！　　　　　　　　　（金沢市、内科） 

過去数回の点数

引き下げで開業医は働

く意欲を失いつつある。

世界一低い技術料金を

どこまで下げるつもり

なのか。（白山市、外科） 

混合診療の解禁は絶対反対！！

医療の不平等になる。 

（加賀市、整形外科） 

障害者、特に精神障害者は

社会的にも経済的にも未だかつて

恵まれた環境にあったことなど一

度も無い。それを今回一層踏みつ

けにする内容であり、実現させて

はならない。　　（金沢市、精神科） 

診療報酬は現場の意見を

聞いて適正に決定してください。 

（白山市、眼科） 

患者の負担を増やさないようお願いいたします。私は

慢性疾患の患者で、病院に通院し、入院しますと医療費は大

きく、これ以上増やすと生活にいろいろと負担が食い込み馬

鹿になりません。国民のくらしに配慮願います。 

（金沢市、耳鼻咽喉科） 

全ての要請項目の実現 

（金沢市、内科） 

小泉首相早く、辞めて。

それからオリックスの宮内

も何とかしてほしい。 

（金沢市、内科） 

診療報酬は最低据え置き

で決めてほしい。老人一律2～3

割負担制度は拒否 

（金沢市、内科） 

社会保障費用を北

欧なみとはいわないまで

も先進資本主義国のレベ

ルを国家予算として維持

すべきです。国民の生命

を守ってこそ、企業・社会

の発展あり。 

（金沢市、内科） 

国民皆保険制度は国の宝です。

国民の命に直結するこの宝は、何と

しても守らねばならないものです。 

（金沢市、皮膚科） 

医療・福祉を国費を浪

費する悪者にする前に、税を

管理する方の問題を追及す

べきだ。ザルに水を注ぐよう

にしていて、弱者いじめや増

税を求める等問題外だ。 

（七尾市、外科） 世界一十分な医療

ができる今の制度を崩さ

ないように。 

（白山市、小児科） 

弱者（障害者、経済的弱者）

の切捨ては許されない。 

（羽咋市、歯科） 

医療制度構造改革

試案に断固反対します。 

（加賀市、内科） 

医 療現場では

所得の格差が一段と

進んでいることをひ

しひしと実感している。

医療・福祉の差は絶対

に許してはならない。 

（金沢市、内科） 
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Q&Aアスベスト（石綿） アスベスト（石綿） 
特別企画 

～アスベストに関する素朴な疑問に実用的に答えます～ 理事　服部　真（金沢市・産業医療科） 

特
集 

そ
も
そ
も
石
綿
っ
て
何
で
す
か

天
然
に
取
れ
る
何
種
類
か
の
綿
の
よ
う
に
な

る
石
（
繊
維
状
鉱
物
）
の
総
称
で
す
。
糸
を

よ
っ
て
織
物
に
し
た
り
、
フ
ェ
ル
ト
の
よ
う

な
不
織
布
が
作
れ
ま
す
。
多
く
使
わ
れ
健
康
に
問
題
を
起

こ
す
の
は
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
（
青
石
綿
）、
ア
モ
サ
イ
ト

（
茶
石
綿
）、
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
（
白
石
綿
）
の
三
種
類
で
す
。

石
綿
と
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
（
岩
綿
）

は
違
う
の
で
す
か

石
綿
は
天
然
鉱
物
で
す
が
、
ロ
ッ
ク
ウ
ー

ル
・
ス
ラ
グ
ウ
ー
ル
は
人
造
の
鉱
物
繊
維
で

す
。
成
分
も
少
し
違
い
ま
す
が
最
も
違
う
の

は
そ
の
細
さ
で
、
熱
・
摩
擦
や
酸
に
対
す
る
強
さ
も
違
い

ま
す
。
石
綿
の
細
さ
は0.01

│0.1 µm

で
す
が
ロ
ッ
ク
ウ

A A 石
綿
に
つ
い
て 

石
綿
に
つ
い
て 

体
内
に
残
る
石
綿
の
証
拠 

体
内
に
残
る
石
綿
の
証
拠 

や
肺
が
ん
の
中
に
も
石
綿
に
よ
る
も

の
が
か
な
り
の
割
合
で
含
ま
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
は

石
綿
の
影
響
が
見
逃
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
中
皮
腫
は
大
部
分
が
石
綿
に
よ

る
も
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と
を
患
者

さ
ん
に
伝
え
て
い
な
い
場
合
が
多
い

の
が
実
情
で
、
中
皮
腫
の
九
割
以
上

が
労
災
認
定
や
保
障
を
受
け
な
い
ま

ま
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

石
綿
に
よ
る
深
刻

な
病
気
と
し
て
は

中
皮
腫
が
一
番
多

い
の
で
し
ょ
う
か

石
綿
に
よ
る
肺
が
ん
や

石
綿
肺
の
方
が
中
皮
腫
よ
り
多
く
発
生
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
中
皮
腫
の
大
部
分
が
石

綿
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
分
か
り
や
す
く
把
握
さ

れ
や
す
い
の
で
す
が
、
海
外
で
は
石
綿
肺
が
ん
が
中
皮
腫

の
何
倍
も
あ
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
は

中
皮
腫
の
三
倍
以
上
の
石
綿
肺
や
、
中
皮
腫
よ
り
多
い
石

綿
肺
が
ん
が
労
災
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
逃
し
を
な

く
す
た
め
、
間
質
性
肺
炎
・
肺
線
維
症
や
肺
が
ん
の
方
に

対
し
て
石
綿
の
問
診
を
取
り
、
以
下
に
述
べ
る
体
内
の
証

拠
を
し
っ
か
り
調
べ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

A
石
綿
に
よ
る
肺
や
胸
膜
の
病
気

と
他
の
原
因
の
病
気
と
を
区
別

す
る
方
法
は
あ
り
ま
す
か

病
気
の
初
期
に
は
C
T
の
H
R（
高
解
像
度
）

画
像
で
石
綿
肺
と
間
質
性
肺
炎
（
U
I
P
）

の
特
徴
に
違
い
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
進
行

す
る
と
区
別
は
困
難
で
す
。
胸
水
・
胸
膜
炎
や
肺
が
ん
で

は
病
気
自
体
に
よ
る
区
別
は
で
き
ま
せ
ん
。
区
別
に
最
も

役
立
つ
の
は
問
診
で
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
石
綿
を

吸
っ
た
か
を
丁
寧
に
聞
く
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
知
ら
な

い
う
ち
に
石
綿
を
吸
っ
て
い
る
方
も
多
く
、
吸
っ
た
ほ
こ

り
の
中
に
石
綿
が
含
ま
れ
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
の
が
実

情
で
す
。
そ
こ
で
肺
や
胸
膜
に
残
る
石
綿
の
証
拠
を
探
す

A

石綿肺・胸膜肥厚 胸膜肥厚斑（プラーク） 

図　石綿肺＋びまん性胸膜肥厚と胸膜肥厚斑のアトラス 

ネッター解剖学アトラスより 

石
綿
に
よ
っ
て
ど
ん
な
病
気
に

な
る
の
で
す
か

石
綿
に
よ
る
中
皮
腫
は
有
名
で
す
が
、
肺
が

ん
も
起
こ
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
一
般
の
方
に

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
、
肺
に
線
維

化
が
起
こ
る
「
石
綿
肺
」
と
胸
膜
の
病
気
で
あ
る
「
胸

水
・
胸
膜
炎
・
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
」
で
す
。

石
綿
に
よ
る
病
気
と
紛
ら
わ
し

い
病
気
は
何
で
す
か

石
綿
肺
は
間
質
性
肺
炎
（
U
I
P
）、
肺
線

維
症
、
肺
気
腫
な
ど
の
慢
性
肺
疾
患
と
診
断

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
胸
水
・
胸
膜
炎

A A

アスベスト（石綿）とロックウール（岩綿） 

図　ロックウール工業会HPより（http://www.rwa.gr.jp/HtmlFiles/FAQ.html）より 

http://www.rwa.gr.jp/HtmlFiles/FAQ.html

単センイ径  約0.1μm 単センイ径  0.03μm 単センイ径  3～10μm

アモサイト／茶石綿 クリソタイル／白石綿 ロックウール／スラグウール 

ー
ル
は1 µm

以
上
で
太
く
、
石
綿
は
こ
す
っ
て
も
繊
維
の

ま
ま
壊
れ
ま
せ
ん
が
、
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
は
こ
す
る
と
粒
々

に
壊
れ
ま
す
。
床
に
飛
散
し
て
い
る
古
い
吹
付
け
材
が
細

い
線
維
状
の
も
の
で
あ
れ
ば
石
綿
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

と
思
い
ま
す
。

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
は
安
全
で
す
か

繊
維
の
細
さ
の
違
い
に
よ
っ
て
、
石
綿
は
肺

に
入
っ
て
残
り
や
す
く
、
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
は
肺

に
入
り
に
く
い
の
で
危
険
性
に
大
き
な
違
い
が

あ
り
ま
す
。
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
も
鉱
物
で
す
の
で
ま
っ
た
く

安
全
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
石
綿
の
よ
う
な
発
が
ん
性
は

明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
二
〇
〇
四
年
ま
で

は
石
綿
を
含
有
し
て
い
た
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
も
あ
り
ま
し
た
。

石
綿
は
飲
ん
で
も
安
全
で
す
か

石
綿
入
り
の
水
道
管
が
た
く
さ
ん
使
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
飲
む
こ
と
に
よ
る
危
険
性

は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
吸
い
込
む
こ
と

に
よ
る
肺
や
胸
膜
な
ど
の
病
気
が
は
る
か
に
重
要
で
す
。

A A石
綿
に
よ
る
病
気 
石
綿
に
よ
る
病
気 

図　びまん性胸膜肥厚（石灰化）＋石綿肺

こ
と
に
な
り
ま
す
。
胸
膜
に
残
る
石
綿
の
証
拠
が
胸
膜
肥

厚
斑
（
プ
ラ
ー
ク
）
で
、
肺
に
残
る
証
拠
が
石
綿
小
体
で

す
。
胸
膜
肥
厚
斑
は
相
当
量
の
石
綿
を
吸
っ
た
者
で
は
二

十
年
後
に
一
〇
%
、
四
十
年
後
に
は
五
〇
%
に
見
つ
か
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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胸
膜
肥
厚
斑（
プ
ラ
ー
ク
）は
胸
部

単
純
写
真
で
も
指
摘
で
き
ま
す
か

胸
膜
肥
厚
斑
は
、
石
綿
の
種
類
に
か
か
わ
ら

ず
危
険
量
の
石
綿
を
吸
っ
た
証
拠
で
す
。
解

剖
・
開
胸
手
術
や
胸
腔
鏡
で
直
接
見
る
の
が
最

も
正
確
で
す
が
、
胸
部
単
純
写
真
で
の
検
出
率
は
一
割
程
度

で
、
そ
の
う
ち
二
〇
%
以
上
が
誤
判
定
（
本
当
は
肥
厚
斑
な

し
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
胸
部
C
T
の
検
出
率
も
そ
の
二

倍
程
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
新
の
M
D
C
T
に
よ
る
H

R
画
像
で
は
七
〇
%
以
上
が
検
出
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。肺
が
ん
や
間
質
性
肺
炎
・
肺
線
維
症
、

胸
水
・
胸
膜
炎
の
症
例
に
は
ぜ
ひ
H
R
C
T
画
像
に
よ
る
胸

膜
肥
厚
斑
の
検
査
を
し
ま
し
ょ
う
。
肺
が
ん
や
胸
膜
炎
の
診

断
や
治
療
の
た
め
に
胸
腔
鏡
や
開
胸
手
術
を
す
る
際
に
は
背

部
の
壁
側
胸
膜
を
観
察
し
写
真
を
撮
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

病
理
標
本
で
石
綿
小
体
が
一
つ

で
も
見
つ
か
れ
ば
石
綿
に
よ
る

病
気
と
い
え
ま
す
か

乾
燥
肺
組
織
一
立
方
セ
ン
チ
あ
た
り
千
本
の

石
綿
小
体
が
職
業
性
石
綿
暴
露
の
目
安
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
通
常
の
病
理
標
本
一
平
方
セ
ン

チ
で
は
平
均
し
て
〇
・
五
本
に
相
当
し
ま
す
。
従
っ
て
通

常
の
病
理
検
査
で
石
綿
小
体
が
見
つ
か
っ
た
場
合
は
石
綿

に
よ
る
病
気
を
強
く
示
唆
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
見

つ
か
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て
石
綿
の
影
響
を
否
定
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
白
石
綿
の
み
の
暴
露
で
は

石
綿
小
体
は
で
き
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

労
災
の
認
定
基
準
で
も
胸
膜
肥
厚
斑
か
石
綿
小
体
の
ど
ち

ら
か
が
あ
れ
ば
石
綿
に
よ
る
病
気
と
判
断
し
ま
す
。

A A
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アスベスト（石綿）問診・検診フローチャート（服部私案）

過去の職歴／過去・現在の環境／家族の過去の職歴 

（１８歳未満で暴露や喫煙習慣ありはランクを１つ上げる） 

過去・現在の肺の病気 
肺がん 

主な石綿の種類を推定 

咳・胸痛・息切れなど 

いずれかがある 

石綿危険度を推定 

一度、１ｍｍ幅のＨＲＣＴで石綿肺・胸膜肥厚斑の有無を検査 

石綿肺・胸膜肥厚斑・びまん性胸膜肥厚（石綿が否定できない場合） 

大まかな暴露期間を推定 
間質性肺炎・肺線維症・肺気腫 
胸水・胸膜炎・胸膜肥厚 

なし 

なし 

あり 

変化なし 

定期的（出来れば６ヶ月毎）らせんＣＴ＋痰細胞診 年１回の問診と胸部単純写真 

危険度 最小以下 小 大以上 中 

石
綿
が
危
険
だ
と
い
う
の
は
分
か

る
が
ど
の
程
度
危
険
な
の
で
す
か

吸
っ
た
石
綿
の
種
類
や
量
と
、
吸
っ
た
年
齢

や
年
数
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
大
ま
か
に
言
っ

て
、
石
綿
を
扱
っ
て
い
た
作
業
者
が
病
気
に
な

る
確
率
は
喫
煙
者
が
病
気
に
な
る
確
率
、
住
民
が
石
綿
の
飛

散
す
る
場
所
に
い
て
病
気
に
な
る
確
率
は
タ
バ
コ
の
副
流
煙

A

を
吸
っ
て
病
気
に
な
る
確
率
と
同
等
と
考
え
る
と
分
か
り
や

す
い
で
し
ょ
う
。
吸
っ
た
量
が
多
く
な
る
ほ
ど
重
い
肺
の
病

気
（
石
綿
肺
や
胸
膜
炎
）
に
な
る
こ
と
や
肺
が
ん
や
中
皮
腫

に
な
る
率
が
増
え
る
こ
と
（
量
反
応
関
係
）
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
同
じ
量
で
も
子
ど
も
の
こ
ろ
や
若
い
時
に
吸
っ
た
人

ほ
ど
病
気
に
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

何
本
以
上
吸
う
と
危
険
だ
と
い

う
目
安
は
あ
り
ま
す
か

こ
こ
ま
で
は
安
全
と
い
う
範
囲
は
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
一
L
あ
た
り
一
本
の
石
綿

を
七
十
五
年
間
吸
い
続
け
る
と
十
万
人
あ
た

り
二
十
二
人
が
余
分
に
死
亡
す
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ

り
ま
す
。
本
数
に
す
る
と
生
涯
で
約
二
億
本
の
石
綿
を

吸
う
と
、
一
万
人
の
う
ち
二
人
が
余
計
に
死
亡
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
若
い
こ
ろ
に
短
期
間
で
も

高
い
濃
度
の
石
綿
を
吸
う
と
合
計
の
吸
入
本
数
が
少
な

く
て
も
中
皮
腫
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
他
の
発

が
ん
物
質
と
の
相
乗
効
果
が
あ
る
と
肺
が
ん
に
な
り
や

す
く
な
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

石
綿
を
吸
っ
た
人
が
タ
バ
コ
を
吸

う
と
危
険
だ
と
聞
き
ま
し
た
が

発
が
ん
性
の
あ
る
粉
じ
ん
や
ガ
ス
が
問
題
で

す
。
代
表
は
タ
バ
コ
で
、
喫
煙
し
て
い
る
石

綿
作
業
者
で
は
肺
が
ん
に
な
る
確
率
が
両
方

と
も
吸
わ
な
い
人
に
比
べ
て
五
十
倍
程
度
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
排
気
ガ
ス
の
中
の
発
が
ん
物
質

な
ど
も
危
険
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
石
綿
に
よ
り
肺
や
胸
膜

の
細
胞
が
壊
れ
再
生
す
る
と
い
う
過
程
を
繰
り
返
す
所

に
、
発
が
ん
物
質
が
あ
る
と
が
ん
に
な
り
や
す
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
白
石
綿
の
繊
維
は
ス
ト
ロ
ー
の

よ
う
に
中
空
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
他
の
発
が
ん
物
質

が
入
り
込
む
と
「
発
が
ん
物
質
を
持
続
的
に
肺
や
胸
膜
に

投
与
す
る
装
置
」
に
な
る
と
考
え
る
研
究
者
も
い
ま
す
。

石
綿
の
危
険
性
は
ど
れ
も
一
緒
で

す
か中

皮
腫
を
起
こ
す
危
険
性
は
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ

ト
（
青
石
綿
）、
ア
モ
サ
イ
ト
（
茶
石
綿
）、
ク

リ
ソ
タ
イ
ル
（
白
石
綿
）
の
順
で
す
が
、
肺
が

A A A

ん
に
つ
い
て
は
茶
石
綿
の
危
険
性
を
強
調
す
る
研
究
者
や
種

類
の
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
す
る
研
究
者
が
い
ま
す
。
最
も

飛
散
し
吸
入
し
や
す
い
吹
き
付
け
材
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の

は
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
（
青
石
綿
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
ア

モ
サ
イ
ト
（
茶
石
綿
）
で
、
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
（
白
石
綿
）
の

多
く
は
セ
メ
ン
ト
な
ど
で
固
め
ら
れ
て
使
用
さ
れ
た
の
で
、

そ
の
点
で
も
危
険
性
に
差
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
総
合
的

に
み
て
、
危
険
性
は
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
（
青
石
綿
）
が
最
も

危
険
で
、
次
い
で
ア
モ
サ
イ
ト
（
茶
石
綿
）、
ク
リ
ソ
タ
イ

ル
（
白
石
綿
）
の
順
番
で
し
ょ
う
。

日
本
で
は
石
綿
に
よ
る
被
害
は
ど

の
程
度
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か

海
外
の
デ
ー
タ
で
は
石
綿
使
用
量
百
七
十
ト

ン
に
つ
き
一
人
が
中
皮
腫
を
発
症
し
て
い
ま

す
。
日
本
は
こ
れ
ま
で
に
九
百
六
十
万
ト
ン

を
輸
入
し
て
い
ま
す
の
で
、
環
境
省
は
海
外
の
デ
ー
タ
を

当
て
は
め
日
本
で
は
約
六
万
人
が
中
皮
腫
を
発
症
す
る
と

予
測
し
、
ま
た
、
日
本
で
は
石
綿
肺
癌
と
し
て
認
定
さ
れ

た
例
は
中
皮
腫
の
七
割
で
す
の
で
日
本
の
石
綿
肺
癌
を
約

三
万
五
千
人
と
推
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
皮
腫
だ

け
で
十
万
人
以
上
と
の
推
計
も
あ
り
ま
す
し
、
海
外
で
は

石
綿
関
連
肺
癌
は
中
皮
腫
よ
り
多
く
、
中
皮
腫
と
石
綿
関

連
肺
癌
で
二
十
万
人
を
超
え
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

A右 左 
図
　
胸
膜
肥
厚
斑
症
例
の
C
T
画
像
縦
隔
条
件

（
右
腹
側
、
左
背
側
に
明
ら
か
な
胸
膜
肥
厚
斑
）

図
　
肺
組
織
内
に
見
ら
れ
た
石
綿
小
体

（
褐
色
で
鉄
ア
レ
イ
の
形
を
し
た
も
の

が
石
綿
小
体
）

産
業
医
学
総
合
研
究
所
の
H
P

（http://w
w
w
.niih.go.jp/jp/current/topi-

cs/15_topi05.htm
l

）
よ
り

図
　
白
石
綿
（
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
）
の
電
子
顕

微
鏡
で
の
断
面
図

産
業
医
科
大
学
の
H
P

（h
ttp
://w

s
h
.m
e
d
.u
o
e
h
-u
.a
c.jp
/

asbestos/book/thigashi1997/original/
S
U
R
A
ID
O
1.H
TM

）
よ
り
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私
は
石
綿
を
吸
っ
た
覚
え
が
な
い

の
で
す
が
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か

日
本
人
な
ら
全
員
石
綿
を
吸
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
都
会
の
道
路
沿
い
の
大
気
中
に
は

一
L
あ
た
り
〇
・
二
本
程
度
の
石
綿
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
人
間
は
普
通
に
生
活
し
て
い
る
と
一
日
に

二
万
L
の
空
気
を
吸
う
た
め
、
一
日
約
四
千
本
、
一
年
で

は
百
五
十
万
本
の
石
綿
を
吸
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
作
業
や
運
動
を
す
る
と
さ
ら
に
増
え
ま
す
。
上
記
の

過
剰
死
亡
危
険
度
に
当
て
は
め
る
と
、
こ
の
程
度
の
濃
度

で
は
十
万
人
の
う
ち
四
人
以
上
が
石
綿
に
よ
っ
て
七
十
五

歳
ま
で
に
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

そ
の
石
綿
は
ど
こ
か
ら
来
た
の

で
す
か

大
気
中
の
石
綿
の
大
部
分
は
車
や
鉄
道
の
ク

ラ
ッ
チ
や
ブ
レ
ー
キ
に
使
わ
れ
た
石
綿
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
阪
神
大
震
災
後
に
は
西

宮
市
で
一
L
に
六
本
（
以
前
の
数
十
倍
）
の
石
綿
が
検
出

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ビ
ル
の
解
体
が
多
い
地
域
で
は
そ

れ
が
大
気
中
の
濃
度
に
影
響
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
か

A A

石
綿
の
種
類
や
使
用
法 

に
よ
る
危
険
性
の
差 

石
綿
の
種
類
や
使
用
法 

に
よ
る
危
険
性
の
差 

も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
気
中
の
石
綿
は
な
く
な
ら
な
い
の

石
綿
は
非
常
に
軽
い
の
で
、
空
気
中
を
漂
い
、

一
度
地
面
に
落
ち
て
も
乾
燥
し
て
い
れ
ば
ま
た

容
易
に
舞
い
上
が
り
ま
す
。
雨
で
地
上
に
落
ち

て
も
乾
燥
す
れ
ば
ま
た
舞
い
上
が
り
、
川
に
入
り
海
に
流

れ
る
ま
で
地
上
と
大
気
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
ま
す
。
風

に
乗
っ
て
何
百
キ
ロ
も
移
動
し
、
黄
砂
と
同
様
に
海
を
渡

っ
て
大
陸
か
ら
飛
ん
で
く
る
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。

A

最
も
危
険
な
青
石
綿
は
何
に
使

わ
れ
た
の
で
す
か

ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
（
青
石
綿
）
は
青
み
が
あ

る
の
が
特
徴
で
、
非
常
に
耐
酸
性
が
強
く
か
つ

強
度
が
大
き
い
た
め
、
鉄
骨
・
梁
・
柱
・
屋
根

な
ど
へ
の
吹
き
付
け
、
耐
酸
性
石
綿
織
布
、
耐
酸
性
石
綿

高
圧
管
、
化
学
プ
ラ
ン
ト
な
ど
の
耐
酸
性
ガ
ス
ケ
ッ
ト

（
配
管
の
つ
な
ぎ
）
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
吹
き

付
け
材
は
飛
散
・
吸
入
し
や
す
い
た
め
最
も
危
険
で
す
。

青
石
綿
は
何
年
ま
で
使
用
さ
れ

ま
し
た
か

青
石
綿
を
五
%
以
上
含
む
吹
き
付
け
は
一
九

七
五
年
に
禁
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
青
石
綿
入

り
吹
き
付
け
材
は
一
九
七
一
年
ま
で
、
青
石

綿
入
り
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
吹
き
付
け
材
は
一
九
七
三
年
ま
で

製
造
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
実
際
に
一
九
七
五
年
ま
で
は

吹
き
付
け
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
他
の
用
途
で
の
青
石

綿
の
輸
入
は
一
九
八
八
年
ま
で
合
計
十
七
万
ト
ン
が
輸
入

さ
れ
、
一
九
八
九
年
ま
で
流
通
し
て
い
ま
し
た
。

青
石
綿
を
使
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
建
物
の
見
分
け
方
は
あ
り
ま
す
か

当
時
の
防
火
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
一
九

五
五
年
か
ら
一
九
七
五
年
に
建
て
ら
れ
た

（
都
市
計
画
区
域
内
の
）
三
階
建
て
以
上
の
鉄

骨
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
、
も
し
く
は
、
公
共
の

建
物
（
病
院
な
ど
）
に
は
す
べ
て
の
建
物
で
青
石
綿
が
使

用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に

該
当
す
る
建
物
の
吹
き
付
け
や
吹
き
付
け
個
所
の
改
築
に

従
事
し
た
方
は
要
注
意
で
す
。
解
体
の
際
に
は
事
前
検
査

や
吸
入
・
飛
散
防
止
措
置
が
必
要
で
す
。

次
に
危
険
な
茶
石
綿
は
何
に
使

わ
れ
た
の
で
す
か

茶
石
綿
（
ア
モ
サ
イ
ト
）
は
柔
軟
性
が
あ
っ

て
強
靭
で
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ァ
イ
バ
ー
と
も
呼

ば
れ
、
耐
熱
性
に
最
も
優
れ
て
い
ま
す
。
石
綿

布
団
（
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
の
断
熱
）、
軒
天
や
台
所
・
風
呂
・

A A A A

洗
面
周
り
な
ど
の
ケ
イ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
板
、
柱
・
梁
の
耐
火
被
覆
板
、
鉄
骨
・
梁
・
柱
・

壁
・
屋
根
な
ど
へ
の
吹
き
付
け
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
吹
き
付
け
以
外
に
も
改
修
さ
れ
や

す
い
水
回
り
に
使
用
さ
れ
て
い
た
た
め
要
注
意
で
す
。

茶
石
綿
は
何
年
ま
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
か

茶
石
綿
を
五
％
以
上
含
む
吹
き
付
け
も
一
九
七
五
年
に
法
的
に
禁
止
さ
れ

ま
し
た
が
、
実
際
に
は
吹
き
付
け
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
の
一
部
に
一
九
七
八
年
ま

で
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
九
九
三
年
に
輸
入
が
中

止
さ
れ
、
ケ
イ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
板
に
は
一
九
九
四
年
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

茶
石
綿
を
使
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
建
物
や
建
材
の

見
分
け
方
は
あ
り
ま
す
か

一
九
七
五
年
か
ら
一
九
八
〇
年
ま
で
に
建
て
ら
れ
た
三
階
建
て
以
上
の
鉄

骨
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
も
し
く
は
、
公
共
の
建
物
（
病
院
な
ど
）

の
吹
き
付
け
作
業
従
事
（
そ
の
周
囲
で
作
業
）
や
吹
き
付
け
材
の
露
出
カ
所

へ
出
入
り
し
た
方
は
要
注
意
で
す
。

ま
た
、
一
九
九
五
年
ま
で
に
作
ら
れ
た
軒
天
・
耐
火
内
装
（
壁
、
天
井
、
梁
、
柱
）

や
台
所
・
洗
面
・
風
呂
場
・
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
熱
源
周
辺
の
建
材
の
改
修
や
解
体
の
際
に

は
対
策
が
必
要
で
す
。

使
用
量
が
最
も
多
い
白
石
綿
は
い
つ
ま
で
使
用
さ
れ
た

の
で
す
か

一
％
以
上
石
綿
を
含
む
吹
き
付
け
材
は
、
一
九
九
五
年
に
禁
止
さ
れ
ま
し

た
。
実
際
に
は
石
綿
含
有
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
の
大
部
分
は
一
九
八
〇
年
ま
で
に

製
造
を
中
止
し
ま
し
た
が
、
ア
サ
ノ
ス
プ
レ
ー
コ
ー
ト
（
湿
式
）
は
一
九
八

九
年
ま
で
製
造
さ
れ
、
石
綿
含
有
吹
き
付
け
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
（
ヒ
ル
石
）
が
一
九

九
五
年
ま
で
製
造
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
セ
メ
ン
ト
な
ど
で
固
め
ら
れ
た
建
材
に
は
、
二
〇
〇
四
年
ま
で
石
綿
が

一
％
以
上
含
有
し
て
い
る
製
品
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
一
％
未
満
の
石
綿
含
有
は
現
在

も
規
制
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

日
本
の
石
綿
規
制
は
諸
外
国
よ
り
遅
れ
た
と
の
こ
と
で

す
が
そ
の
影
響
は
あ
り
ま
す
か

E
U
諸
国
や
米
国
で
は
一
九
七
〇
年
代
に
規
制
が
始
ま
り
、
I
L
O
で
石

綿
条
約
が
採
択
さ
れ
た
一
九
八
六
年
ご
ろ
に
は
使
用
量
は
ピ
ー
ク
時
の
十
分

の
一
以
下
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
で
は
そ
の
後
も
白
石
綿
の

使
用
が
続
き
、
世
界
一
の
輸
入
と
建
材
な
ど
へ
の
使
用
が
最
近
ま
で
続
き
ま
し
た
。
そ

の
期
間
に
三
百
万
ト
ン
以
上
の
石
綿
が
使
用
さ
れ
、
対
策
の
遅
れ
に
よ
る
中
皮
腫
や
肺

が
ん
の
発
生
は
五
万
人
に
及
ぶ
か
も
し
れ
な
い
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
被
害
は
石
綿

A A A A

図　アスベストセンターHP
（http://www.asbestos-center.jp/asbestos/byphoto/1.html）より

吹きつけアスベスト（クロシドライト）

図　トステムのHP
（http://www.tostem.co.jp/oshirase/asbestos_ichiran.htm）より

台所周りにはケイカル板

日
本
人
の
石
綿
吸
入
の 

実
態 
日
本
人
の
石
綿
吸
入
の 

実
態 

石
綿
は
ど
こ
に
使
わ
れ
た
の
で
す
か

石
綿
は
今
ま
で
に
約
一
千
万
ト
ン
輸
入
さ

れ
、
一
九
九
五
年
で
は
そ
の
九
二
％
が
建
築
材

料
に
、
六
％
が
船
舶
・
列
車
や
自
動
車
の
断
熱

や
ブ
レ
ー
キ
・
ク
ラ
ッ
チ
な
ど
の
摩
擦
材
に
、
二
％
が
産

業
機
械
や
化
学
・
発
電
設
備
の
断
熱
や
配
管
の
つ
な
ぎ
材

（
ガ
ス
ケ
ッ
ト
や
パ
ッ
キ
ン
）
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

建
築
材
料
で
は
屋
根
用
ス
レ
ー
ト
（
六
〇
％
）、
押
出
成
型

セ
メ
ン
ト
板
（
二
〇
％
）、
パ
ル
プ
セ
メ
ン
ト
板
・
ス
ラ
グ

石
膏
板
（
五
％
）、
外
壁
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
（
五
％
）
な
ど
多

く
が
屋
根
や
外
壁
の
材
料
で
し
た
。
現
在
で
も
こ
の
う
ち

の
九
割
以
上
残
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

A
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含
有
建
材
か
ら
の
飛
散
防
止
に
よ
り
予
防
が
可
能
で
、
対

策
が
急
が
れ
ま
す
。

白
石
綿
を
使
用
し
て
い
る
建
物
や

建
材
の
見
分
け
方
は
あ
り
ま
す
か

一
九
八
一
年
以
降
二
〇
〇
四
年
ま
で
に
建
設

さ
れ
た
建
物
に
は
石
綿
を
一
%
以
上
含
有
す
る

建
材
と
含
有
し
て
い
な
い
建
材
が
混
ざ
っ
て
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
建
材
に
石
綿
が
含
ま
れ
て

い
る
か
ど
う
か
調
べ
る
の
は
実
際
上
き
わ
め
て
困
難
で
す
。

石
綿
の
八
五
％
以
上
が
屋
根
や
外
壁
に
使
用
さ
れ
た
の
で
、

す
べ
て
の
建
物
の
屋
根
や
外
壁
に
は
石
綿
が
大
な
り
小
な
り

含
ま
れ
て
い
る
と
し
て
対
応
す
る
の
が
妥
当
で
す
。
一
%
未

満
の
含
有
は
現
在
も
規
制
や
表
示
の
義
務
が
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
一
刻
も
早
い
完
全
禁
止
が
必
要
で
す
。

古
い
建
物
が
あ
ち
こ
ち
で
解
体
さ
れ

て
い
ま
す
が
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か

吹
き
付
け
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
加
工
や
解

体
の
た
め
石
綿
含
有
建
材
を
電
動
器
具
で
切

断
や
穴
あ
け
作
業
時
に
は
多
量
に
飛
散
し
高

濃
度
（
三
十
本
／
ml
以
上
）
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
日
本
石
綿
協
会
は
二
〇
二
〇
年
ご
ろ
ま
で
は
毎
年

二
十
万
ト
ン
程
度
の
石
綿
が
解
体
・
廃
棄
さ
れ
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
大
量
に
廃
棄
さ
れ
る
石
綿
を
安
全

に
処
分
す
る
方
法
は
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
環
境
へ
の
拡

散
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
環
境
中
へ
の

飛
散
量
を
減
ら
す
た
め
に
は
解
体
・
廃
棄
を
安
全
に
行
う

技
術
や
費
用
の
裏
づ
け
が
な
い
状
況
で
急
い
で
解
体
せ

ず
、
解
体
を
で
き
る
限
り
遅
ら
せ
て
、
そ
の
間
に
解
体
・

廃
棄
・
処
分
を
確
実
に
安
全
に
行
う
公
的
な
仕
組
み
を
作

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

A A
ど
ん
な
職
歴
の
方
が
特
に
危
険

で
す
か

元
富
山
医
科
薬
科
大
学
病
理
学
の
北
川
正
信

教
授
は
、
危
険
性
を
三
相
に
分
け
て
い
ま
す
。

最
も
危
険
な
第
一
相
は
石
綿
採
掘
・
梱
包
・

A

石
綿
暴
露
者
へ
の
対
応 

石
綿
暴
露
者
へ
の
対
応 

石
綿
暴
露
の
危
険
性
の 

高
い
職
歴 

石
綿
暴
露
の
危
険
性
の 

高
い
職
歴 

運
搬
・
発
送
や
石
綿
加
工
労
働
者
や
そ
の
家
族
、
次
い
で

第
二
相
は
石
綿
製
品
を
直
接
使
用
す
る
労
働
者
、
第
三
相

は
た
ま
た
ま
吸
入
す
る
機
会
が
あ
る
住
民
で
す
。
石
川
県

内
に
は
石
綿
採
掘
・
加
工
業
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
出
稼
ぎ
や
他
県
か
ら
の
移
住
者
で
第
一
相
の
従

事
者
を
除
い
て
、
第
二
相
が
特
に
問
題
と
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
ど
ん
な
業
種
が
要

注
意
で
す
か

石
綿
の
使
用
量
か
ら
す
れ
ば
建
設
業
が
最
も

危
険
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
日
本
の
業
務
上

（
労
災
）
認
定
で
は
石
綿
製
品
製
造
業
と
造
船

業
が
多
く
、
建
設
業
の
労
災
は
少
な
い
状
況
で
す
。
建
設

業
は
下
請
け
自
営
業
が
多
く
、
被
害
が
出
て
も
労
災
に
認

定
さ
れ
に
く
い
た
め
で
す
。ド
イ
ツ
で
は
鉄
鋼
・
金
属
業
、

化
学
・
精
密
機
械
、
電
気
、
建
設
が
多
く
、
商
業
・
管
理

な
ど
直
接
石
綿
を
扱
わ
な
い
業
種
（
吹
き
付
け
石
綿
の
環

境
暴
露
）
も
多
く
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
綿
暴
露
が
想
定
さ
れ
る
具
体

的
な
職
業
は
何
で
す
か

北
陸
地
方
で
発
見
さ
れ
て
い
る
石
綿
関
連
肺

癌
・
中
皮
腫
患
者
の
職
種
は
、
大
工
、
左
官
、

塗
装
工
、
配
管
工
、
溶
接
工
、
電
気
工
、
保

線
工
な
ど
の
土
木
建
築
職
種
と
船
員
、造
船
工
な
ど
で
す
。

海
外
の
中
皮
腫
患
者
の
職
種
で
は
機
械
修
理
、
化
学
労
働

者
、
板
金
工
・
据
付
工
・
金
属
接
合
（
溶
接
）
工
、
電
気

工
、
機
械
係
、
建
築
工
事
現
場
監
督
者
、
倉
庫
管
理
者
・

運
輸
労
働
者
が
多
い
職
種
で
す
。
別
掲
の
よ
う
に
石
綿
暴

露
の
可
能
性
が
高
い
職
業
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

気
づ
き
に
く
い
石
綿
暴
露
の
可

能
性
が
あ
る
職
歴
に
は
ど
ん
な

も
の
が
あ
り
ま
す
か

酒
造
り
の
職
人
（
酒
の
濾
過
に
一
時
期
使

用
）、
歯
科
技
工
士
（
石
綿
布
）、
ガ
ラ
ス
製
造

工
（
断
熱
材
）、
水
道
管
や
ポ
ン
プ
の
関
係
者

な
ど
も
要
注
意
で
す
。
石
綿
暴
露
チ
ェ
ッ
ク
の
問
診
票
を

作
成
し
ま
し
た
の
で
、
必
要
な
方
は
石
川
県
保
険
医
協
会

事
務
局
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
（
本
紙
一
面
左
上
の
連
絡

先
を
参
照
）。

A A A

膜
肥
厚
）
を
見
つ
け
る
た
め
の
検
査
で
す
。
肺
が
ん
な
ど
の
検
査
と
し
て
は
ヘ
リ
カ
ル

C
T
と
喀
痰
検
査
、
体
内
の
証
拠
を
見
つ
け
る
検
査
と
し
て
は
H
R
C
T
が
有
用
で
す
。

肺
が
ん
の
検
査
や
石
綿
肺
胸
膜
肥
厚
斑
な
ど
の
検
査
を

勧
め
る
基
準
は
あ
り
ま
す
か

確
立
さ
れ
た
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
。
暫
定
的
に
主
に
吸
っ
た
石
綿
の
種
類
、

吸
っ
た
年
齢
、
吸
っ
た
年
数
、
喫
煙
の
有
無
か
ら
危
険
度
を
最
大
か
ら
最
小

ま
で
五
段
階
に
分
け
て
み
ま
し
た
。
高

以
上
は
年
二
回
肺
が
ん
な
ど
の
検
査
、
中
は
ま

ず
一
度
石
綿
肺
や
胸
膜
肥
厚
斑
な
ど
の
検
査
を

受
け
、
所
見
が
あ
れ
ば
肺
が
ん
な
ど
の
定
期
検

査
、
小
の
場
合
は
咳
や
痰
な
ど
の
症
状
が
あ
れ

ば
そ
れ
に
応
じ
て
検
査
と
い
う
対
応
で
す
。
参

考
に
し
て
個
別
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。
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国内で石綿暴露を疑う職業歴
・港湾・倉庫管理・運輸労働者
・石綿製品（石綿管）製造業作業者
・造船業・船舶機関士（戦争中の海軍を含む）
・建築業
空調・保温工、瓦・屋根工、鳶・解体工、大工、
電気・配管工、ブロック・タイル工、建築工事現場監督者
・機関車・列車製造・点検・修理
・化学工場・発電所労働者、ボイラー技師
・機械修理、板金工・据付工・溶接工・電気工
・自動車整備工

石綿による危険性評価（服部私案） 

暴露10年以上 暴露1年以上 石綿種類 

青 最大 

暴露1年未満 
環境暴露 

茶 

白 

大 

大 

中 

最小 

小 

中 

中 小 
※喫煙者や18歳未満で石綿を相当量を吸った場合は1ランクあげる 

石
綿
を
吸
っ
た
す
べ
て
の
人
が

中
皮
腫
な
ど
の
検
査
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
か

日
本
人
全
体
が
石
綿
を
吸
っ
て
い
る
の
で
、

全
員
に
中
皮
腫
や
肺
癌
の
検
査
を
定
期
的
に

す
る
の
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
問
診

に
よ
り
吸
っ
た
可
能
性
の
あ
る
石
綿
の
種
類
や
量
・
年

数
を
考
慮
し
て
、
頻
回
に
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
る

人
と
特
に
検
査
の
必
要
が
な
い
人
を
分
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。石

綿
に
よ
る
危
険
度
の
高
い
人
へ

の
健
康
診
断
制
度
は
あ
り
ま
す
か

石
綿
に
か
か
わ
る
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者

に
は
、
雇
用
し
て
い
る
事
業
者
の
責
任
で
年

二
回
の
胸
部
単
純
写
真
に
よ
る
健
診
を
行
う

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
石
綿
取
り
扱
い
作
業
者
の
う
ち
、
じ
ん
肺
を
有

し
て
い
る
者
（
県
の
労
働
局
へ
じ
ん
肺
管
理
区
分
決
定
の

申
請
が
必
要
）
に
は
退
職
後
年
一
回
胸
部
ら
せ
ん
C
T
を

含
む
健
診
、
両
肺
野
に
石
綿
に
よ
る
不
整
形
陰
影
か
胸
膜

肥
厚
を
有
し
て
い
る
者
（
県
の
労
働
局
へ
健
康
管
理
手
帳

交
付
の
申
請
が
必
要
）
に
は
退
職
後
年
二
回
の
胸
部
単
純

写
真
な
ど
に
よ
る
健
診
が
労
災
保
険
で
行
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
以
外
の
多
く
の
労
働
者
や
住
民
で
石
綿
暴
露

の
危
険
性
が
高
い
者
に
は
特
に
健
康
診
断
の
制
度
は
あ
り

ま
せ
ん
。石

綿
の
検
査
に
は
ど
の
よ
う
な

項
目
が
必
要
で
す
か

石
綿
の
検
査
の
目
的
は
二
つ
で
す
。
一
つ
は

石
綿
に
よ
る
危
険
性
が
高
い
者
に
対
し
て
早

期
発
見
早
期
治
療
が
可
能
な
肺
が
ん
な
ど

（
将
来
的
に
は
中
皮
腫
も
）
を
早
期
に
見
つ
け
る
た
め
の

定
期
検
査
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
が
ん
以
外
の
石
綿
に
よ

る
変
化
、
特
に
石
綿
を
相
当
量
（
肺
が
ん
検
査
が
必
要
な

程
度
）
吸
っ
て
い
た
と
い
う
体
内
の
証
拠
（
石
綿
肺
や
胸

A A A

図　石綿含有建材の廃棄物予測
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生
命
に
か
か
わ
る
い
び
き 

生
命
に
か
か
わ
る
い
び
き 

加
賀
ぐ
っ
す
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
鈴
木
　
智（
加
賀
市
・
内
科
） 

あ
な
た
の
町
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
屋
さ
ん 

〜
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
を
通
し
て
か
か
わ
る
地
域
医
療
〜
　 

テーマ 

会員デビュー講演 
・シンポジウム　 2

第11回 

・
　
・
　
・ 

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ

Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q

Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q

～開業医としての夢を語る～ 

参加費 無料

2006年 2月16日（木）午後7時半～9時

金沢都ホテル　5階「蓬莱の間」
（ＪＲ金沢駅東口正面　電話076－261－2111）

会員デビュー講演・シンポジウム会員デビュー講演・シンポジウム

◇浅妻　茂章 会員 （浅妻医院院長／金沢市・整形外科） 
 ●テーマ　老後の臨床医

◇松井　　裕 会員 （松井皮膚科クリニック院長／金沢市・皮膚科） 
 ●テーマ　portal and screening

◇相木　一秀 会員 （あいき整形外科クリニック院長／金沢市・整形外科） 
 ●テーマ　未定 

◇◆報告・テーマ◆◇ 

2月6日までに保険医協会まで必ずお申し込みください
電話（076）222-5373・ＦＡＸ（076）231-5156
E-mai：liskw_sugino@doc-net.or.jp
（定員に達し次第、締め切らせて頂きます）

ところ

と　き

～開業医としての夢を語る～ 
第１２回第１２回

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（
以

下
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
の
患
者
数
は
全
国

で
約
百
五
十
万
人
、
潜
在
患
者

数
は
人
口
の
約
三
％
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

睡
眠
中
の
呼
吸
停
止
に
よ
り

血
液
中
の
酸
素
濃
度
が
低
下
、

脳
波
上
の
微
小
な
覚
醒
が
頻
繁

に
起
こ
る
こ
と
に
よ
り
睡
眠
そ

の
も
の
が
細
切
れ
に
さ
れ
深
い

眠
り
が
得
ら
れ
な
く
な
り
、
ま

た
睡
眠
中
の
高
度
な
低
酸
素
等

が
原
因
と
な
り
様
々
な
全
身
的

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｓ
は
日
中
の
眠
気
に
よ

る
仕
事
の
能
率
低
下
や
居
眠
り

運
転
事
故
な
ど
、
社
会
生
活
に

さ
ま
ざ
ま
な
支
障
を
来
す
ば
か

り
で
な
く
、
高
血
圧
症
や
不
整

脈
、
糖
尿
病
と
い
っ
た
い
わ
ゆ

る
生
活
習
慣
病
を
高
頻
度
で
合

併
し
、
心
筋
梗
塞
、
脳
血
管
障

害
な
ど
の
生
命
に
か
か
わ
る
疾

患
を
も
引
き
起
こ
し
ま
す
。

「
た
か
が
い
び
き
」
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
い
び
き
は
単
な

る
ア
ラ
ー
ム
に
過
ぎ
ず
、
そ
の

奥
に
潜
む
問
題
の
方
が
は
る
か

に
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事

故
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
号
の
爆
発
事
故
な

ど
、
歴
史
的
な
重
大
事
故
も
従

事
者
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
が
関
連
し
て
い

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇

〇
三
年
春
の
山
陽
新
幹
線
に
お

け
る
居
眠
り
事
故
が
、
Ｓ
Ａ
Ｓ

を
未
治
療
の
ま
ま
放
置
し
た
た

め
に
発
生
し
た
こ
と
は
未
だ
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

皮
肉
な
こ
と
に
、
そ
れ
以
降
一

般
市
民
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
当
院
が
開
院
し
た
の
は
前

述
の
新
幹
線
居
眠
り
報
道
の
余

波
も
覚
め
や
ら
ぬ
二
〇
〇
三
年

六
月
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
立
ち
上

げ
構
想
は
そ
の
半
年
ほ
ど
前
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

私
は
金
沢
医
科
大
学
呼
吸
器

内
科
に
在
籍
中
は
、
急
性
お
よ

び
慢
性
呼
吸
不
全
に
対
す
る
マ

ス
ク
を
用
い
た
非
侵
襲
的
人
工

換
気
法
に
よ
る
呼
吸
管
理
を
行

っ
て
い
た
関
係
で
、
マ
ス
ク
換

気→

Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ→

Ｓ
Ａ
Ｓ
に
か

か
わ
る
よ
う
に
な
り
、
私
の
妻

は
同
じ
く
金
沢
医
科
大
学
の
耳

鼻
咽
喉
科
で
、
い
び
き
に
対
す

る
ラ
ジ
オ
波
凝
固
治
療
（
コ
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
）
を
手
が
け
る
中

で
Ｓ
Ａ
Ｓ
診
療
に
か
か
わ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
折
の
二
〇
〇
二
年

秋
、
私
の
医
局
時
代
の
大
先
輩

た
る
櫻
井
滋
先
生
（
現
岩
手
医

科
大
学
第
三
内
科
講
師
）か
ら
、

地
方
都
市
に
い
る
有
志
同
門
が

連
携
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

り
、
本
格
的
な
睡
眠
医
療
を
や

干
支
の
雑
学
 

犬
の
能
力
ク
イ
ズ

犬
の
能
力
ク
イ
ズ
 

犬
の
能
力
ク
イ
ズ

犬
の
能
力
ク
イ
ズ
 

犬
の
能
力
ク
イ
ズ
 

一
万
年
以
上
も
昔
か
ら
人
間
は
犬
を
狩
猟
な
ど
に
活
用
し
て

き
ま
し
た
。
役
立
っ
た
の
は
犬
の
優
れ
た
嗅
覚
や
聴
覚
で
す
。

で
は
、
そ
の
能
力
は
？
 

Q1

犬
の
嗅
覚
は
人
間
よ
り
ど
の
く
ら
い
優
秀
？
 

a
一
万
倍
　
b
一
億
倍
　
c
百
億
倍
 

Q2

聴
力
も
犬
は
優
秀
で
す
。
次
の
動
物
を
 

聴
力
の
優
秀
な
順
に
並
べ
て
下
さ
い
。
 

a
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
　
b
イ
ヌ
　
c
ネ
コ
　
d
ヒ
ト
 

Q4

犬
が
何
十
キ
ロ
も
離
れ
た
場
所
か
ら
飼
い

主
の
所
に
戻
る
時
に
使
っ
て
い
る
力
は
？
 

Q3

犬
は
目
が
悪
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

と
り
わ
け
苦
手
な
の
は
？
 

a
動
態
視
力
　
b
静
態
視
力
 

c
夜
間
の
視
力
　
d
見
え
る
範
囲（
視
野
） 

a
嗅
覚
　
b
聴
覚
　
c
不
明（
第
六
感
？
） 

iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii

iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i

i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i（答え19面） 

ら
な
い
か
と
い
う
お
誘
い
を
受

け
ま
し
た
。

同
門
医
師
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
組
ん
で
睡
眠
医
療
、
と
は
何

や
ら
大
げ
さ
で
す
が
、
そ
こ
に

は
何
ら
利
害
関
係
は
な
く
、
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
る
日

常
診
療
の
効
率
化
、
検
査
・
診

断
・
治
療
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
こ
と
以
外

に
は
、
い
か
な
る
制
限
も
受
け

な
い
関
係
で
す
。
心
惹
か
れ
る

も
の
が
あ
り
、
私
と
妻
は
櫻
井

先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
下
、
北

陸
で
は
初
の
試
み
と
な
る
ス
モ

ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
ス
リ
ー

プ
ラ
ボ
立
ち
上
げ
に
向
け
始
動

し
ま
し
た
。

紆
余
曲
折
は
あ
り
ま
し
た
が

二
〇
〇
三
年
六
月
十
八
日
に
前

身
と
な
る
旧
清
水
医
院
を
改
装

し
、
入
院
ポ
リ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

対
応
で
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
専
門
診
療
を

行
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
「
金
沢
駅
前

ぐ
っ
す
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開

院
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
そ
の
も

の
に
対
す
る
社
会
の
認
識
も

徐
々
に
深
ま
り
を
見
せ
つ
つ
あ

る
中
で
、
奇
妙
な
名
前
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
も
少
し
ず
つ
浸
透
し
始

め
て
き
て
い
る
実
感
を
得
て
い

ま
す
。

実
際
の
診
療
の
中
で
強
く
感

じ
る
の
は
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
と
い
う
疾

患
は
内
科
、
耳
鼻
科
、
精
神
科

（
神
経
内
科
）
お
よ
び
歯
科
・

口
腔
外
科
と
い
っ
た
複
数
の
診

療
科
に
ま
た
が
っ
て
行
う
方

が
、
よ
り
き
め
細
か
な
対
応
が

可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
し
て
Ｓ
Ａ
Ｓ
は
、
い
び

き
や
眠
気
と
い
っ
た
比
較
的
見

過
ご
さ
れ
や
す
い
自
覚
症
状
し

か
有
さ
な
い
疾
患
で
あ
る
た
め

に
、
患
者
様
一
人
ひ
と
り
が
そ

れ
と
気
づ
い
て
受
診
す
る
ケ
ー

ス
は
む
し
ろ
少
な
く
、
Ｓ
Ａ
Ｓ

を
直
接
扱
わ
な
い
一
般
開
業
医

の
先
生
方
に
こ
そ
「
も
し
や
Ｓ

Ａ
Ｓ
で
は
？
」
と
い
っ
た
目
を

持
っ
て
症
例
の
掘
り
起
こ
し
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
で
す
。

い
び
き
の
有
無
の
確
認
、
眠

気
ス
ケ
ー
ル
等
を
用
い
て
Ｓ
Ａ

Ｓ
が
疑
わ
し
い
場
合
に
は
、
在

宅
簡
易
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ
フ
ィ
検

査
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。
当
院
に
ご
紹
介

い
た
だ
け
れ
ば
、
入
院
ポ
リ
グ

ラ
フ
ィ
検
査
を
行
っ
た
上
で
治

療
方
針
を
決
定
し
、
デ
ー
タ
を

添
え
て
患
者
様
を
お
返
し
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

当
院
は
地
域
近
隣
の
医
療
機

関
と
の
連
携
を
密
に
し
、「
地

域
医
療
の
中
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
」
に
、

ま
だ
ま
だ
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
地
域

近
隣
の
諸
先
生
方
の
ま
す
ま
す

の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

講師の鈴木智先生

開業医としてSASに取り組む経緯や価値について詳しく説明された
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医
師
の
果
た
す
役
割
は 
医
師
の
果
た
す
役
割
は 

憲
法 

憲
法 

憲
法 九条を守る 九条を守る 九条を守る 

開催趣旨 
今、平和の基盤である日本国憲法第九条が危機を迎えている。 

2004年6月10日、井上ひさし（作家）、梅原猛(哲学者)、大江健三郎（作家）、奥平康弘（憲法研究者）、小田実（作家）、

加藤周一（評論家）、澤地久枝（作家）、鶴見俊輔（哲学者）、三木睦子（国連婦人会）の9人によって、この九条を守るべ

く「九条の会」アピールが出された。このアピールは今、全国に広がり、全国津々浦々で、さまざまな「九条の会」が組織

されている。 

石川県では、当協会会長も呼びかけ人となり、2004年12月15日に「九条の会・石川ネット」が発足し、幅広いネット

ワークとともに、憲法九条の改悪阻止に向けての積極的な活動が広まっている。 

当協会では、社会保障の発展を団体の目的とする中で、この目的達成の基盤は「平和」にほかならないことから、広く

県民と共に、この運動にかかわっていく所存である。 

よって、県内関係者と共に座談会を開催し、会員諸氏に情報を提供すると共に、賛同を呼びかけるものである。 

軍
事
力
に
よ
る

軍
事
力
に
よ
る 

平
和
は
あ
り
得
な
い

平
和
は
あ
り
得
な
い 

軍
事
力
に
よ
る 

平
和
は
あ
り
得
な
い 

座談会出席者 

　岩淵　正明氏 
（弁護士・「九条の会・石川ネット」呼びかけ人）　 

　西田　美昭氏 
（金沢大学経済学部教授・「九条の会・石川ネット」呼びかけ人） 

　水野　スウ氏 
（エッセイスト・「九条の会・石川ネット」呼びかけ人） 

《司会》 

井沢　宏夫 
（石川県保険医協会会長・「九条の会・石川ネット」呼びかけ人） 

喜多　　徹 
（石川県保険医協会副会長） 

三宅　　靖 
（石川県保険医協会理事） 

オブザーバー 
帯刀　裕之（『石川保険医新聞』編集委員） 
西川　忠之（石川県保険医協会理事） 
大平　政樹（石川県保険医協会理事） 

（順不同） 

（順不同） 
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戦
争
こ
そ
が

戦
争
こ
そ
が 

最
大
の
人
権
侵
害

最
大
の
人
権
侵
害 

戦
争
こ
そ
が 

最
大
の
人
権
侵
害 

【
司
会
（
井
沢
）
】
「
九
条
の

会
・
石
川
ネ
ッ
ト
」
で
中
心
的

な
役
割
を
果
た
し
て
お
ら
れ
る

お
三
方
か
ら
お
話
を
お
伺
い
す

る
こ
と
に
な
り
、
大
変
心
強
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

保
険
医
協
会
は
、
石
川
県
下

の
開
業
医
、
歯
科
開
業
医
千
人

で
構
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。
一

九
八
九
年
に
「
開
業
医
宣
言
」

を
出
し
、「
人
命
を
守
る
医
師

は
い
か
な
る
戦
争
を
も
容
認
で

き
な
い
。
私
た
ち
は
（
中
略
）、

憲
法
の
理
念
を
体
し
て
平
和
を

脅
か
す
動
き
に
反
対
し
・
・
・
」

と
い
う
決
意
を
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
数
年
来
、
急
速
に
現
実

味
を
帯
び
て
改
憲
論
が
浮
上
し

て
き
ま
し
た
。
一
方
、
平
和
憲

法
を
守
ろ
う
と
い
う
動
き
も
、

昨
年
六
月
、
井
上
ひ
さ
し
氏
、

加
藤
周
一
氏
を
中
心
に
「
九
条

の
会
」
が
結
成
さ
れ
、
石
川
に

も
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
保
険
医

協
会
内
に
も
多
様
な
意
見
が
あ

り
ま
す
が
、
今
日
は
そ
の
点
を

整
理
す
る
意
味
で
も
、
議
論
を

深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
憲
法
と
は
一
体
何
な

の
か
。
な
ぜ
憲
法
九
条
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
な

ぜ
今
、
改
憲
論
議
が
切
迫
し
て

い
る
の
か
な
ど
、
プ
リ
ミ
テ
ィ

ブ
で
す
け
れ
ど
も
基
本
的
な
問

題
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

【
岩
淵
】
弁
護
士
の
岩
淵
で
す
。

私
は
、
七
〇
年
安
保
世
代
で
、

大
学
時
代
は
、
自
衛
隊
は
違
憲

で
あ
る
と
い
う
の
が
学
会
の
圧

倒
的
多
数
説
で
し
た
。

そ
の
後
、
弁
護
士
に
な
っ
て

か
ら
も
、
小
松
基
地
訴
訟
と
い

う
騒
音
差
し
止
め
訴
訟
を
や
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
は
、

自
衛
隊
そ
の
も
の
が
憲
法
違
反

で
あ
り
、
憲
法
違
反
の
音
が
う

る
さ
い
ん
だ
か
ら
、
当
然
差
し

と
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
非

常
に
単
純
な
議
論
も
し
て
い
ま

す
。
自
衛
隊
違
憲
論
を
主
張
し

て
い
る
訴
訟
と
い
う
の
は
小
松

だ
け
で
す
。
憲
法
九
条
と
い
う

の
は
、
太
平
洋
戦
争
を
経
験
し

た
先
人
た
ち
が
、「
軍
事
力
に

よ
っ
て
平
和
は
つ
く
ら
れ
な

い
」
と
い
う
発
想
の
も
と
に
選

択
し
た
世
界
で
も
冠
た
る
憲
法

の
条
文
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
憲
法
「
改
正
」
論
と

い
う
の
は
、
何
事
も
軍
事
力
に

よ
っ
て
解
決
す
る
ん
だ
と
い
う

発
想
の
転
換
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
発
想

を
百
八
十
度
変
え
て
し
ま
っ
た

憲
法
「
改
正
」
論
に
は
絶
対
反

対
で
す
。

【
西
田
】
歴
史
研
究
者
の
立
場

か
ら
現
憲
法
が
で
き
る
前
と
後

に
分
け
て
考
え
る
と
、
い
ろ
ん

な
部
分
が
見
え
て
き
ま
す
。

現
憲
法
が
で
き
た
の
は
一
九

四
六
年
十
一
月
三
日
。
正
式
に

施
行
さ
れ
た
の
は
翌
年
の
五
月

三
日
で
す
。
そ
れ
以
前
は
、
大

日
本
帝
国
憲
法
で
し
た
。
俗
に

言
う
明
治
憲
法
で
す
。
こ
の
憲

法
の
特
徴
と
い
う
の
は
、
主
権

が
国
民
で
は
な
く
、
天
皇
に
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
戦
争
を

始
め
た
り
終
わ
ら
せ
た
り
す
る

す
べ
て
の
権
限
を
天
皇
が
持
っ

て
い
た
の
で
す
。

そ
う
い
う
中
で
、
一
八
九
四

年
か
ら
九
五
年
に
か
け
日
清
戦

争
が
起
き
、
戦
場
は
朝
鮮
で
し

た
。
つ
ま
り
侵
略
戦
争
だ
っ
た

の
で
す
。
さ
ら
に
日
露
戦
争
、

第
一
次
世
界
大
戦
と
侵
略
戦
争

は
続
き
ま
す
。
ど
の
戦
争
に
お

い
て
も
日
本
国
内
が
戦
場
に
な

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
満

州
事
変
を
経
て
、一
九
三
七
年
、

盧
溝
橋
事
件
か
ら
本
格
的
な
日

本
と
中
国
の
戦
争
が
開
始
さ

れ
、
太
平
洋
戦
争
へ
と
突
入
し

て
い
く
わ
け
で
す
。

戦
争
の
結
果
、
日
本
人
の
犠

牲
者
は
少
な
く
見
積
も
っ
て
も

三
百
万
人
。
海
外
、
特
に
ア
ジ

ア
の
人
々
の
犠
牲
者
が
二
千
万

で
す
。
今
の
憲
法
は
、
二
度
と

こ
う
い
う
侵
略
戦
争
を
し
な
い

ん
だ
と
い
う
思
い
で
つ
く
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

そ
の
憲
法
の
柱
は
、
一
つ
は

主
権
在
民
で
す
。そ
れ
か
ら
、戦

争
を
二
度
と
し
な
い
と
い
う
平

和
主
義
で
す
。
そ
し
て
も
う
一

つ
大
き
な
特
徴
は
、
戦
後
の
憲

法
は
基
本
的
人
権
を
無
条
件
で

認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

◆水野　スウ 氏◆
エッセイスト

（
十
二
面
に
続
く
）
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Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q さ

て
、
自
民
党
の
改
憲
案
を

見
ま
す
と
、
自
衛
軍
と
い
う
軍

隊
を
持
つ
。
内
閣
総
理
大
臣
が

最
高
指
揮
官
に
な
り
、
海
外
で

も
戦
争
が
で
き
る
、
集
団
的
自

衛
機
関
も
行
使
で
き
る
。
こ
れ

は
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
見
れ
ば
絶

対
に
許
せ
な
い
こ
と
で
す
。

靖
国
神
社
に
小
泉
首
相
は
参

拝
し
て
い
ま
す
が
、
遊
就
館
と

い
う
博
物
館
を
見
れ
ば
、
靖
国

神
社
は
過
去
の
侵
略
戦
争
を
肯

定
し
美
化
す
る
神
社
だ
と
い
う

こ
と
が
は
っ
き
り
分
か
り
ま

す
。

【
司
会
】
保
険
医
協
会
で
は
、

一
昨
年
か
ら
金
沢
大
学
法
学
部

の
井
上
英
夫
教
授
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、「
社
会
保

障
と
人
権
」
と
い
う
セ
ミ
ナ
ー

形
式
の
勉
強
会
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
薬
害
、
ハ

ン
セ
ン
病
、
そ
し
て
七
三
一
部

隊
を
議
論
し
て
き
た
わ
け
で

す
。セ

ミ
ナ
ー
の
中
で
学
ん
だ
最

大
の
こ
と
は
「
戦
争
こ
そ
が
最

大
の
人
権
侵
害
で
あ
る
」
と
い

う
事
実
で
し
た
。
弱
い
も
の
が

殺
さ
れ
、
そ
こ
に
は
ど
ん
な
正

義
も
存
在
し
な
い
。
戦
争
は
絶

対
に
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
の
が
、
参
加
者
全
員
の
思

い
で
し
た
。

【
水
野
】
私
が
、
憲
法
は
何
て

す
ご
い
も
の
な
の
だ
ろ
う
、
と

感
じ
た
の
は
、
二
〇
〇
四
年
一

月
の
池
田
香
代
子
さ
ん
の
講
演

会
で
し
た
。『
や
さ
し
い
言
葉

で
日
本
国
憲
法
』
を
書
か
れ
た

池
田
さ
ん
は
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
す
。「
憲
法
の
主
語
は

私
た
ち
で
す
。
私
た
ち
の
こ
の

憲
法
は
権
力
を
縛
る
道
具
と
し

て
あ
る
の
で
す
。
政
府
に
、
こ

れ
こ
れ
は
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

と
い
う
憲
法
の
中
の
文
は
、
私

た
ち
の
せ
り
ふ
な
の
で
す
」と
。

縛
ら
れ
て
い
る
権
力
の
側
が

「
厳
し
い
か
ら
緩
め
て
く
れ
」

と
い
う
の
が
改
憲
な
の
だ
と
い

う
言
葉
に
本
当
に
納
得
で
き
ま

し
た
。

そ
れ
か
ら
憲
法
の
草
案
に
立

ち
会
っ
た
ベ
ア
テ
さ
ん
と
い
う

女
性
が
い
ま
す
。『
１
９
４
５

年
の
ク
リ
ス
マ
ス
』
と
い
う
本

や
『
ベ
ア
テ
の
贈
り
物
』
と
い

う
映
画
に
彼
女
の
思
い
が
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。
彼
女
は
、

「
日
本
の
女
性
た
ち
が
、
笑
顔

で
幸
せ
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
本

当
の
平
和
は
来
な
い
」
と
い
う

無
く
し
て
は
い
け
な
い

無
く
し
て
は
い
け
な
い 

戦
争
放
棄
の
条
項

戦
争
放
棄
の
条
項 

無
く
し
て
は
い
け
な
い 

戦
争
放
棄
の
条
項 

平
和
を
失
っ
た

平
和
を
失
っ
た 

軍
事
大
国
ア
メ
リ
カ

軍
事
大
国
ア
メ
リ
カ 

平
和
を
失
っ
た 

軍
事
大
国
ア
メ
リ
カ 

思
い
で
、
憲
法
二
十
四
条
や
十

四
条
の
素
案
を
書
か
れ
た
ん
で

す
。最

近
の
私
は
、
参
加
型
の
出

前
「
憲
法
お
は
な
し
会
」
を
し

て
、
九
条
の
意
味
を
み
ん
な
に

知
っ
て
ほ
し
い
な
と
考
え
て
動

い
て
い
ま
す
。
い
い
意
味
で
の

拡
大
解
釈
を
し
て
、
も
っ
と
九

条
を
自
分
た
ち
の
も
の
に
し
て

い
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
三
宅
】
私
は
少
し
立
場
が
違

い
ま
す
。
戦
争
は
、
何
が
あ
っ

て
も
回
避
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

た
だ
、
こ
の
九
条
が
現
実
と
乖

離
し
て
し
ま
っ
て
い
る
部
分
も

あ
る
と
い
う
ふ
う
に
も
考
え
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
第
二
項
の

「
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、

こ
れ
を
保
持
し
な
い
」
と
い
う

【
司
会
】
一
応
、
一
回
り
し
ま

し
た
が
、
今
、
若
手
の
理
事
か

ら
平
和
は
無
防
備
で
は
守
り
き

れ
な
い
と
い
う
意
見
が
出
ま
し

た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

【
喜
多
】
加
藤
尚
武
と
い
う
有

名
な
社
会
倫
理
学
の
先
生
が
、

『
戦
争
論
理
学
』
と
い
う
本
を

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

「
戦
争
は
僕
は
嫌
い
だ
け
ど
、

ど
ん
な
力
の
行
使
で
も
反
対
だ

と
い
う
人
に
、
じ
ゃ
、
目
の
前

で
あ
な
た
の
友
人
が
外
国
の
工

作
員
に
よ
っ
て
誘
拐
さ
れ
た
と

し
た
と
き
、
あ
な
た
は
ど
う
し

ま
す
か
」
と
、
ま
ず
そ
う
い
う

書
き
出
し
な
ん
で
す
。
憲
法
の

中
で
自
衛
権
の
内
容
に
つ
い
て

の
説
明
が
ま
っ
た
く
欠
如
し
て

い
る
。
だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
解

釈
が
出
て
、
今
の
日
本
の
主
流

の
考
え
方
は
、
自
然
権
と
し
て

の
自
衛
権
は
ど
ん
な
国
に
で
も

あ
る
と
な
っ
て
い
る
と
。
今
日

の
は
何
な
の
か
と
い
う
素
朴
な

疑
問
で
す
し
、「
国
の
交
戦
権

は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
」
と
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
、
実
際

に
侵
害
が
あ
っ
た
場
合
に
ど
う

す
る
の
か
。
平
和
は
確
か
に
大

事
で
す
。
で
す
が
、
実
際
に
平

和
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
す

べ
て
の
力
を
全
部
放
棄
す
る
と

い
う
の
は
、
平
和
を
む
し
ろ
危

う
く
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
い

う
国
に
つ
い
て
も
、
現
実
に
国

を
守
っ
て
い
る
の
は
モ
サ
ド
と

い
う
諜
報
機
関
と
最
精
鋭
の
空

軍
力
で
す
。

は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ぜ
ひ
お

聞
き
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

【
西
田
】
自
衛
権
の
問
題
は
、

日
本
の
歴
史
を
踏
ま
え
て
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
き
ほ

ど
も
言
い
ま
し
た
が
、
日
清
戦

争
に
し
ろ
、日
露
戦
争
に
せ
よ
、

こ
れ
ら
は
み
ん
な
自
衛
の
た
め

と
い
う
こ
と
で
始
め
た
戦
争
な

ん
で
す
。
日
本
の
歴
史
上
、
自

衛
の
た
め
と
い
う
戦
争
は
、
す

べ
て
侵
略
戦
争
な
ん
で
す
。
そ

う
い
う
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、

憲
法
の
中
に
自
衛
の
た
め
の
権

利
が
あ
る
な
ん
て
い
う
こ
と
は

書
け
る
は
ず
が
な
い
ん
で
す
。

国
際
紛
争
の
解
決
の
手
段
と
し

て
戦
争
は
絶
対
に
し
な
い
。
自

衛
の
た
め
で
あ
れ
、
戦
争
と
い

う
形
で
は
な
く
て
、
平
和
的
な

交
渉
に
基
づ
い
て
国
際
紛
争
を

解
決
す
る
と
い
う
の
が
、
憲
法

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
私
は
思
う

ん
で
す
ね
。
お
互
い
に
自
衛
の

た
め
の
戦
争
の
結
果
、
際
限
な

く
軍
事
拡
張
が
続
け
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
戦
争

の
危
険
度
が
増
大
し
て
い
き
ま

す
。

【
岩
淵
】
固
有
の
自
衛
権
は
、

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。た
だ
、

軍
事
力
は
自
衛
権
の
手
段
と
し

て
は
使
わ
な
い
と
い
う
こ
と
を

憲
法
は
明
確
に
定
め
て
い
ま

す
。戦

後
六
十
年
間
、
何
よ
り
変

わ
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
政
策

な
の
で
す
。
日
本
に
再
軍
備
を

さ
せ
な
い
と
い
う
方
針
か
ら
、

共
産
主
義
に
対
す
る
防
波
堤
と

し
て
日
本
の
軍
事
化
を
意
図
し

た
。
そ
こ
か
ら
最
終
的
に
は
自

衛
隊
が
で
き
上
が
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
日
本
の
自
衛
隊
が

今
の
よ
う
に
拡
大
し
て
い
っ
た

の
は
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
財

界
の
思
惑
と
が
合
致
し
た
か
ら

で
す
。
憲
法
を
変
え
る
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
大
方
の
世
論

は
賛
成
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
、九
条
を
変
え
る
こ
と
に
は
、

実
は
過
半
数
の
人
が
反
対
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
少
な
く
と
も

戦
争
放
棄
の
条
項
は
歯
止
め
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
国

民
が
ま
だ
多
数
い
る
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
自

衛
隊
で
す
が
、
そ
の
力
は
自
衛

力
を
大
幅
に
超
え
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。
軍
事
費
の
支

出
額
は
世
界
第
三
位
。
Ｆ
ー
15
、

Ｆ
ー
２
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
空
母

な
ど
、
す
で
に
世
界
有
数
の
軍

事
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
明
ら
か
に
憲
法
を
無
視
し
て

作
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
だ

か
ら
現
状
に
憲
法
を
合
わ
せ
る

と
い
う
議
論
は
、
逆
転
し
た
話

な
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
も
し
攻
め
ら
れ

た
ら
・
・
・
と
い
う
議
論
で
す

が
、
世
界
で
最
強
の
軍
事
力
を

持
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
は
一
体

平
和
な
ん
で
し
ょ
う
か
。結
局
、

軍
事
力
で
平
和
は
つ
く
れ
ま
せ

ん
。
最
強
の
軍
事
力
を
持
っ
て

も
安
心
で
き
な
い
の
で
す
。
逆

説
的
な
言
い
方
を
す
る
と
、
今

ほ
ど
ア
ジ
ア
に
お
い
て
平
和
な

状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
平
和
な
ん

で
す
。
冷
戦
時
代
は
も
っ
と
危

な
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

【
水
野
】
確
か
に
お
は
な
し
会

に
行
く
と
、
北
朝
鮮
が
攻
め
て

き
た
ら
ど
う
す
る
ん
で
す
か
、

と
い
う
質
問
が
必
ず
出
る
ん
で

す
。
私
は
、
も
し
九
条
を
な
く

し
た
と
し
た
ら
、
ど
う
な
る
ん

で
し
ょ
う
、
ア
メ
リ
カ
は
北
朝

鮮
に
仕
掛
け
ま
せ
ん
か
、
そ
う

な
っ
た
ら
実
際
に
兵
を
出
す
の

は
日
本
だ
と
い
う
方
が
現
実
的

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
っ
て
聞

い
た
方
に
逆
に
質
問
を
す
る
ん

で
す
。
い
ろ
ん
な
有
事
法
制
が

次
か
ら
次
へ
と
で
き
て
、
戦
争

す
る
準
備
と
い
う
の
は
も
う
整

っ
ち
ゃ
っ
た
わ
け
で
す
よ
ね
。

だ
か
ら
九
条
も
ボ
ロ
ボ
ロ
で
、

骨
と
皮
一
枚
残
し
て
、
そ
こ
に

立
っ
て
い
る
。
で
も
、
よ
れ
よ

れ
で
も
く
っ
つ
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
自
体
に
も
の
す
ご
く
意

味
が
あ
り
ま
す
。
九
条
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本

は
二
国
間
軍
事
同
盟
が
結
べ
な

い
わ
け
で
す
か
ら
。

核
を
あ
れ
だ
け
持
っ
て
い
る

ア
メ
リ
カ
が
安
全
で
平
和
か
と

い
う
と
、
一
番
危
険
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
み
ん
な
が
知

っ
て
い
る
。
そ
の
ア
メ
リ
カ
の

手
伝
い
を
、
日
本
は
今
も
イ
ラ

ク
で
や
っ
て
い
る
。
小
泉
さ
ん

が
「
非
戦
闘
地
域
で
す
」
と
言

い
張
る
の
は
、
九
条
が
あ
る
か

ら
で
す
。
そ
し
て
、
や
っ
ぱ
り

経
済
界
が
こ
れ
だ
け
九
条
を
変

え
た
い
と
思
っ
て
い
る
背
景

は
、
外
国
で
日
本
の
大
企
業
を

軍
事
力
で
守
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
思
惑
が
あ
る
か
ら
な
ん

で
す
ね
。
で
も
、
そ
の
と
ば
っ

ち
り
を
受
け
る
の
は
平
和
に
暮

ら
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
国
民

◆西田　美昭 氏◆
金沢大学経済学部教授

◆井沢　宏夫◆
会長

憲
法
九
条

第
二
章
　
戦
争
の
放
棄

〔
戦
争
の
放
棄
と
戦
力
及
び
交
戦
権
の
否
認
〕

第
九
条
　
日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠

実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武

力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ

を
放
棄
す
る
。

２
　
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ

れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。

（
十
三
面
に
続
く
）

（
十
一
面
の
続
き
）
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危
険
を
増
大
さ
せ
る

危
険
を
増
大
さ
せ
る 

日
本
の
自
衛
隊

日
本
の
自
衛
隊 
危
険
を
増
大
さ
せ
る 

日
本
の
自
衛
隊 自

民
党
草
案
の
描
く

自
民
党
草
案
の
描
く 

本
気
の
軍
隊
づ
く
り

本
気
の
軍
隊
づ
く
り 

自
民
党
草
案
の
描
く 

本
気
の
軍
隊
づ
く
り 

「
改
正
改
正
」
の
し
ば
り
を

の
し
ば
り
を 

軽
く
さ
せ
る
意
図
も

軽
く
さ
せ
る
意
図
も 

「
改
正
」
の
し
ば
り
を 

軽
く
さ
せ
る
意
図
も 

軍
医
を
強
制
さ
れ
る

軍
医
を
強
制
さ
れ
る 

若
い
医
師
た
ち

若
い
医
師
た
ち 

軍
医
を
強
制
さ
れ
る 

若
い
医
師
た
ち 

な
ん
で
す
。
現
実
と
そ
ぐ
わ
な

く
て
も
、
骨
の
皮
一
枚
で
そ
こ

に
い
て
く
だ
さ
い
っ
て
、
私
は

九
条
に
言
い
た
く
な
っ
ち
ゃ
う

の
で
す
。
現
実
と
そ
ぐ
わ
な
い

か
ら
こ
そ
、
九
条
の
存
在
す
る

意
味
が
あ
る
。
そ
れ
を
す
っ
き

り
さ
せ
る
た
め
に
九
条
を
変
え

る
こ
と
は
、
日
本
を
も
っ
と
危

険
に
さ
ら
す
こ
と
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

【
司
会
】
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

結
局
、
改
憲
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
一
体
だ
れ
が
得
を
す
る
の

か
。
改
憲
す
れ
ば
国
民
が
今
以

上
に
幸
せ
に
な
る
の
か
。
だ
れ

が
ど
ん
な
目
的
で
、
ど
ん
な
改

憲
を
行
お
う
と
し
て
い
る
の

か
。
こ
の
こ
と
が
本
当
は
一
番

重
要
な
問
題
な
ん
だ
と
思
い
ま

す
。改
憲
の
内
容
と
い
う
の
は
、

実
は
結
構
多
様
な
ん
で
す
ね
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
、
環
境
権
、

新
し
い
人
権
論
な
ど
。

九
条
に
関
し
て
は
、
安
保
た

だ
乗
り
論
み
た
い
な
の
が
あ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
は
軍
事

費
に
金
を
使
わ
ず
、
ア
メ
リ
カ

の
核
の
下
で
安
住
し
て
き
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
も
あ

り
ま
す
。

【
岩
淵
】
安
保
た
だ
乗
り
論
は
、

ま
っ
た
く
実
態
を
見
て
い
な
い

話
で
す
。
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て

は
、
日
本
は
ア
ジ
ア
の
「
不
安

定
な
弧
」
を
見
渡
す
ち
ょ
う
ど

い
い
位
置
に
あ
り
、
し
か
も
思

い
や
り
予
算
と
い
う
膨
大
な
資

金
を
日
本
が
出
し
て
く
れ
る
、

と
て
も
都
合
の
良
い
基
地
環
境

な
の
で
す
。
私
た
ち
が
も
う
結

構
で
す
と
言
っ
て
も
、
ア
メ
リ

カ
は
絶
対
に
受
け
入
れ
ま
せ

ん
。
二
〇
〇
〇
年
当
時
の
国
務

省
副
長
官
だ
っ
た
ア
ー
ミ
テ
ー

ジ
が
「
集
団
的
自
衛
権
の
禁
止

と
い
う
の
は
も
う
や
め
て
、
憲

法
を
変
え
て
く
れ
」
と
、
注
文

書
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

は
集
団
的
自
衛
権
を
撤
廃
し

て
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
の
も
と

で
、
戦
争
が
起
こ
っ
た
と
き
に

は
軍
隊
と
し
て
自
衛
隊
を
使
い

た
い
と
い
う
発
想
が
あ
る
ん
で

す
。そ
の
思
惑
を
抜
き
に
し
て
、

抽
象
的
な
国
際
貢
献
を
議
論
し

て
も
所
詮
無
理
が
あ
り
ま
す
。

【
水
野
】
国
際
貢
献
で
す
が
、

例
え
ば
中
村
哲
さ
ん
と
い
う
お

医
者
様
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

井
戸
を
掘
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
。

イ
ラ
ク
に
自
衛
隊
が
派
遣
さ
れ

る
ま
で
は
、「
戦
争
を
し
な
い

国
」
の
日
本
の
お
医
者
さ
ん
た

ち
が
や
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
と

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
が
安
全
に
で
き

た
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
自
衛

隊
が
派
遣
さ
れ
て
か
ら
と
い
う

も
の
、
す
ご
く
危
な
い
目
に
遭

っ
た
り
、
あ
わ
や
攻
撃
さ
れ
た

り
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ

る
と
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
九

条
が
無
く
な
っ
た
ら
、
人
道
的

な
国
際
貢
献
を
や
り
た
く
て
も

や
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
く

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
心
配
し
て
い

ま
す
。

【
西
田
】
自
民
党
が
提
案
し
て

い
る
憲
法
「
改
正
」
案
は
、
今

あ
る
自
衛
隊
を
憲
法
上
の
合
法

的
な
も
の
と
し
て
認
め
る
と
い

う
形
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。
自
衛

軍
と
い
う
の
を
新
た
に
つ
く

る
。
そ
れ
は
、
自
衛
の
た
め
の

活
動
の
ほ
か
、「
国
際
社
会
の

平
和
及
び
安
全
の
確
保
の
た
め

に
国
際
的
に
協
調
し
て
行
わ
れ

る
活
動
」
が
で
き
る
。
こ
れ
は

海
外
派
兵
、
集
団
的
自
衛
権
を

意
味
し
て
い
ま
す
。
今
の
自
衛

隊
を
認
め
る
以
上
の
こ
と
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
海
外
で
も
戦

争
で
き
る
自
衛
軍
、
そ
こ
が
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
な
ん
で
す
。

【
岩
淵
】
今
、
西
田
先
生
が
言

わ
れ
た
新
し
い
憲
法
草
案
の
中

の
「
国
際
的
に
協
調
し
て
な
さ

れ
る
活
動
」
っ
て
一
体
何
を
指

し
て
い
る
か
、
非
常
に
あ
い
ま

い
で
す
。
今
度
の
イ
ラ
ク
戦
争

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
い
く
つ
か

の
国
が
協
調
し
た
こ
と
は
確
か

で
す
が
、
国
連
の
決
議
は
得
て

い
ま
せ
ん
。
あ
れ
が
「
国
際
的

に
協
調
し
て
な
さ
れ
る
活
動
」

な
ら
、
自
衛
隊
は
多
国
籍
軍
に

も
参
加
で
き
る
。
そ
の
意
味
で

も
今
の
自
衛
隊
が
で
き
な
い
こ

と
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
憲
法
「
改
正
」
だ
と
い
う
ご

指
摘
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
と
お

り
だ
と
思
い
ま
す
。

【
司
会
】
も
う
す
で
に
日
本
は

多
国
籍
軍
に
参
加
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
す
か
。

【
岩
淵
】
違
い
ま
す
。
今
は
あ

く
ま
で
も
人
道
支
援
で
、
道
路

づ
く
り
と
給
水
だ
け
な
ん
で

す
。
だ
か
ら
政
府
も
非
戦
闘
地

域
で
あ
り
、
戦
闘
行
為
は
し
な

い
と
言
っ
て
き
た
の
で
す
。
た

だ
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
日
本

も
参
戦
し
た
と
い
う
政
治
的
な

意
味
は
す
ご
く
大
き
か
っ
た
。

し
か
し
イ
ラ
ク
で
は
実
は
も
う

自
衛
隊
は
い
ら
な
い
ん
で
す
。

だ
っ
て
、
何
の
軍
事
的
な
意
味

も
な
い
か
ら
。
だ
か
ら
、
ア
メ

リ
カ
は
今
、「
来
年
五
月
に
自

衛
隊
は
撤
退
し
て
い
い
。
そ
の

か
わ
り
ク
ェ
ー
ト
の
航
空
自
衛

隊
は
残
っ
て
米
軍
の
物
資
を
運

ん
で
欲
し
い
」
と
言
っ
て
い
ま

す
。
米
軍
の
物
資
を
運
ん
で
、

米
軍
の
戦
争
に
協
力
す
る
と
立

派
な
海
外
派
兵
で
す
。
今
度
の

憲
法
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が
で

き
ま
す
。

【
水
野
】
憲
法
を
変
え
る
と
い

う
の
は
九
条
だ
け
じ
ゃ
な
く

て
、
い
ろ
ん
な
ほ
か
の
と
こ
ろ

を
変
え
よ
う
と
言
っ
て
い
る
わ

け
で
す
よ
ね
。
セ
ッ
ト
で
。

【
司
会
】
政
府
案
と
い
う
の
は

そ
う
で
す
ね
。
九
条
だ
け
変
え

る
と
な
る
と
反
対
が
多
い
の

で
、
環
境
権
と
か
、
ほ
か
の
と

こ
ろ
も
一
緒
に
変
え
て
、
ど
う

し
た
ら
通
る
か
と
い
う
こ
と
を

【
司
会
】
よ
く
日
本
の
憲
法
は

Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
日
本
に
押
し
つ
け
た

も
の
と
い
う
論
調
が
あ
り
ま
す

ね
。
成
立
の
過
程
と
い
う
の
は

ど
う
で
も
い
い
こ
と
で
、
そ
の

中
身
こ
そ
が
問
題
に
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
水
野
】
中
身
で
す
ね
。
そ
の

中
身
を
国
民
が
支
持
し
て
き
た

か
が
重
要
で
す
。

【
司
会
】
考
え
て
み
れ
ば
、
わ

れ
わ
れ
が
物
心
つ
い
て
か
ら
の

六
十
年
間
は
、
本
当
に
幸
せ
な

時
代
だ
、
平
和
な
時
代
だ
と
思

い
ま
す
。

【
西
田
】
戦
後
の
歴
史
の
中
で
、

改
憲
の
動
き
を
考
え
て
み
る

と
、
確
か
に
一
九
五
〇
年
の
朝

鮮
戦
争
ま
で
は
改
憲
な
ん
て
い

う
話
は
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な

い
。
朝
鮮
戦
争
が
始
ま
る
と
憲

法
「
改
正
」
と
い
う
声
が
出
る

わ
け
で
す
が
、
簡
単
に
言
う
と

大
日
本
帝
国
憲
法
に
戻
せ
と
い

う
非
常
に
復
古
的
な
要
求
だ
っ

た
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
多
数
派

を
形
成
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
さ
ら
に
一
九
五
〇
年
代
後

半
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て

は
、
内
灘
を
は
じ
め
と
す
る
米

軍
基
地
の
拡
張
反
対
闘
争
、
安

保
闘
争
が
あ
っ
て
、
平
和
を
求

め
る
運
動
が
主
流
だ
っ
た
わ
け

で
す
。
一
九
七
〇
年
代
、
八
〇

年
代
を
見
て
も
、
防
衛
費
と
い

う
の
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
一
％
以
内
が

ず
っ
と
守
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ

が
な
ぜ
急
に
変
わ
っ
た
の
か
。

一
つ
は
湾
岸
戦
争
だ
と
思
い
ま

す
。
あ
の
戦
争
を
き
っ
か
け
に

自
民
党
を
初
め
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
個
人
、
団
体
か
ら
改
憲
案

が
出
さ
れ
る
ん
で
す
。そ
し
て
、

二
〇
〇
一
年
に
登
場
し
た
小
泉

首
相
。
そ
れ
ま
で
池
田
首
相
か

ら
森
首
相
ま
で
十
八
人
の
歴
代

首
相
は
全
部
、
自
分
の
内
閣
で

は
憲
法
は
「
改
正
」
し
な
い
と

言
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
小
泉
首

相
に
な
っ
て
は
じ
め
て
変
わ
っ

た
。
で
す
か
ら
、
憲
法
「
改
正
」

の
問
題
で
雑
誌
や
新
聞
に
特
集

必
死
に
考
え
て
い
る
。

二
段
階
改
定
論
と
い
う
の
も

あ
り
ま
す
。「
改
正
」
に
は
重

い
縛
り
が
あ
る
の
を
、
ま
ず
少

し
縛
り
を
軽
く
す
る
。
一
た
ん

変
え
て
し
ま
う
と
、
今
度
か
ら

憲
法
は
い
く
ら
で
も
変
え
ら
れ

る
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

【
岩
淵
】
自
民
党
の
今
の
憲
法

「
改
正
」
案
は
、
新
憲
法
第
一

次
案
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
「
改
正
」
じ
ゃ
な
く
て
、

ま
っ
た
く
違
う
憲
法
を
つ
く
る

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

◆三宅　靖◆
理事

◆岩淵　正明 氏◆
弁護士

危機的状況にある憲法九条を守るべく、今、何を成すべきかを語り合った

（
十
四
面
に
続
く
）

（
十
二
面
の
続
き
）
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軍
事
的
対
立
よ
り
も

軍
事
的
対
立
よ
り
も 

平
和
的
解
決
の
道
を

平
和
的
解
決
の
道
を 

軍
事
的
対
立
よ
り
も 

平
和
的
解
決
の
道
を 

九
条
の
危
機
は

九
条
の
危
機
は 

子
ど
も
の
未
来
の
危
機

子
ど
も
の
未
来
の
危
機 

九
条
の
危
機
は 

子
ど
も
の
未
来
の
危
機 

が
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
ご
く
最
近
の
こ
と
な
ん
で

す
。

【
司
会
】
わ
れ
わ
れ
保
険
医
協

会
の
中
で
も
、
八
〇
％
以
上
が

昭
和
二
十
年
以
降
に
生
ま
れ
た

人
た
ち
で
す
。
ほ
と
ん
ど
戦
争

を
知
ら
な
い
ん
で
す
。
そ
う
い

う
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
記
録
と

し
て
残
さ
れ
た
も
の
な
ど
を
通

し
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
若
い

人
た
ち
に
何
と
し
て
も
語
り
継

が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
医
師
た
ち
も
含
め

て
、
若
い
世
代
こ
そ
が
真
剣
に

向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

【
喜
多
】
い
ざ
戦
争
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
、
一
番
被
害
を
被

る
の
も
こ
の
若
い
世
代
な
の
で

す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
無
関
心

と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
ね
。

む
し
ろ
「
別
に
改
正
し
て
も
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
」「
自
衛
の
た

【
司
会
】
三
宅
先
生
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

【
三
宅
】
日
本
を
六
十
年
間
守

っ
た
の
は
、
日
米
安
全
保
障
条

約
と
自
衛
隊
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
っ
き
か
ら
お
話
を
聞
い
て
い

る
と
、
軍
隊
が
あ
っ
た
ら
必
ず

戦
争
に
な
る
よ
う
に
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
シ
ビ

リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
あ
る

ん
だ
と
、
思
う
ん
で
す
が
。

【
喜
多
】
西
田
先
生
お
っ
し
ゃ

る
よ
う
に
、
軍
隊
な
し
に
日
本

を
守
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
と
、
相
当
な
外
交
力

が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
あ
る
意

味
、
軍
隊
を
持
つ
よ
り
は
る
か

に
困
難
な
作
業
の
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
た
と
え
ば
中
国
は
急

速
に
経
済
発
展
し
て
い
る
わ
け

で
す
が
、
原
油
が
入
ら
な
い
と

国
が
立
ち
ゆ
か
な
い
。
そ
う
い

う
中
で
共
存
し
て
い
く
た
め
に

は
、
も
の
す
ご
い
努
力
と
妥
協

と
が
必
要
で
す
。
政
治
の
力
量

が
本
当
の
意
味
で
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

【
西
田
】
ま
っ
た
く
そ
の
と
お

り
で
す
。
平
和
的
解
決
を
目
指

す
に
は
大
変
な
努
力
が
い
る
ん

で
す
。
そ
う
い
う
努
力
を
す
る

こ
と
を
今
の
憲
法
は
国
と
し
て

決
め
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ

を
戦
争
に
よ
っ
て
物
事
、
国
際

紛
争
を
解
決
し
て
い
く
と
い
う

形
に
置
き
換
え
た
ら
ど
う
な
る

ん
で
し
ょ
う
か
。
戦
争
に
な
れ

ば
、
正
し
い
か
ど
う
か
で
は
な

く
て
、
強
い
か
弱
い
か
ど
っ
ち

か
し
か
な
い
で
し
ょ
う
。
大
陸

棚
に
あ
る
ガ
ス
油
田
の
問
題
を

軍
事
力
で
解
決
す
る
の
か
、
平

和
的
な
外
交
交
渉
で
解
決
す
る

の
か
と
い
っ
た
ら
、
そ
れ
は
後

者
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
よ
。

【
喜
多
】
軍
事
力
を
背
景
と
し

て
交
渉
し
て
こ
ら
れ
る
と
ど
う

な
る
で
し
ょ
う
か
。

【
西
田
】
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

国
連
憲
章
に
書
い
て
あ
る
と
お

り
、
武
力
に
よ
る
解
決
と
い
う

の
は
犠
牲
を
生
む
だ
け
だ
と
い

う
こ
と
で
国
連
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
国
連
の
精
神
に
最
も

忠
実
な
憲
法
を
持
っ
て
い
る
の

が
日
本
で
す
。
で
す
か
ら
自
衛

隊
が
戦
力
を
抜
本
的
に
削
減

し
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義

を
身
を
も
っ
て
示
せ
ば
、
ど
こ

の
国
も
日
本
を
攻
め
て
く
る
な

ん
て
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

よ
。

【
三
宅
】
戦
争
を
回
避
す
る
た

め
に
は
、
戦
争
以
外
の
努
力
は

何
で
も
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
で
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

軍
事
と
い
う
カ
ー
ド
が
ま
っ
た

く
必
要
な
い
と
い
う
の
は
ち
ょ

っ
と
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

【
岩
淵
】
武
力
に
よ
る
威
嚇
を

前
提
に
す
る
議
論
で
す
が
、
あ

る
段
階
に
な
っ
た
ら
、
軍
事
衝

突
は
あ
り
ま
す
。
あ
っ
て
欲
し

く
な
い
ん
だ
け
ど
、
あ
る
と
い

う
前
提
で
議
論
し
な
け
れ
ば
あ

ま
り
に
も
楽
観
的
で
す
。

【
司
会
】
な
か
な
か
結
論
は
出

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
ろ
そ

ろ
ま
と
め
に
入
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
や
は
り
水
野
さ

ん
が
コ
ツ
コ
ツ
や
っ
て
お
ら
れ

る
よ
う
な
活
動
が
と
て
も
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
九
条
を

守
る
た
め
に
ど
う
や
っ
て
戦
争

を
語
り
継
い
で
い
く
か
。
僕
は

保
険
医
協
会
の
理
事
に
『
聞
け

わ
だ
つ
み
の
声
』
と
い
う
本
を

一
冊
ず
つ
渡
し
た
ん
で
す
が
、

そ
れ
も
語
り
継
ぎ
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
な
ん
で
す
。

【
水
野
】
今
日
は
い
ろ
ん
な
ご

意
見
を
聞
け
て
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
で
も
、
や
っ
ぱ

り
私
も
、
世
界
一
の
軍
事
力
を

持
っ
て
い
る
国
が
平
和
で
安
全

か
と
い
う
、
そ
こ
に
行
き
着
い

て
し
ま
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
自

衛
隊
で
は
な
く
て
、
本
当
の
意

味
の
国
際
貢
献
を
日
本
が
も
っ

と
も
っ
と
し
て
い
く
こ
と
、
そ

の
方
が
本
当
の
意
味
の
歯
ど
め

に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。

ア
レ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン
さ
ん
の

お
話
の
中
に
、「
日
本
の
子
ど

も
た
ち
は
戦
争
を
知
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
九
条
が
あ
る
か
ら

で
す
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
ん

で
す
。そ
れ
を
深
読
み
す
る
と
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
は
、
九
条

が
あ
る
か
ら
九
条
を
知
ら
な
い

と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
た
と
え
ば
、
何

も
問
題
の
な
い
家
庭
だ
っ
た

ら
、
家
族
の
あ
り
が
た
さ
は
あ

ま
り
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

リ
ス
ト
ラ
に
遭
っ
た
り
、
病
気

に
な
っ
た
り
、
そ
う
い
う
家
族

の
危
機
が
訪
れ
た
と
き
に
気
づ

き
ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
九
条

の
本
当
の
意
味
を
知
ら
な
い
の

は
、
九
条
が
当
然
の
よ
う
に
そ

こ
に
あ
る
か
ら
な
ん
だ
よ
と
気

が
つ
き
ま
す
。
そ
こ
の
こ
と
を

私
、
ち
ゃ
ん
と
言
っ
て
い
か
な

き
ゃ
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
、
九
条
の
危
機
な
ん

だ
よ
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
の
未

来
の
危
機
な
ん
だ
よ
。
と
く
に

お
母
さ
ん
た
ち
に
す
ご
く
分
か

っ
て
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

【
司
会
】
九
条
と
医
師
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
も
う
少
し
議
論

し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
準
備

不
足
も
あ
り
、
与
え
ら
れ
た
時

間
で
な
か
な
か
詰
め
る
に
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

す
べ
て
の
人
は
平
和
で
あ
っ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
平
和
と
い
う
同
じ
絵
を

見
な
が
ら
、
見
て
い
る
場
所
に

よ
っ
て
、
そ
の
絵
が
違
っ
て
見

え
て
い
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
気

が
し
ま
す
。

戦
争
を
知
る
世
代
、
知
ら
な

い
世
代
、
テ
ロ
の
ニ
ュ
ー
ス
だ

け
を
テ
レ
ビ
で
見
続
け
る
世

代
。
な
か
な
か
一
度
の
討
論
で

結
論
が
出
る
議
論
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
議
論
の
出
発
点
と
し

て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
少
し
で

も
知
る
努
力
か
ら
始
め
て
欲
し

い
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。
あ

の
悲
し
み
だ
け
は
二
度
と
味
わ

い
た
く
な
い
し
、
子
や
孫
た
ち

に
味
合
わ
せ
る
べ
き
で
は
な

い
、
そ
う
考
え
れ
ば
、
き
っ
と

良
い
知
恵
が
生
ま
れ
て
く
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

今
日
は
、
と
て
も
深
い
議
論

が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

め
に
は
軍
隊
を
持
つ
と
い
う
の

は
当
然
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
人

も
増
え
て
い
ま
す
。
医
師
に
し

て
も
、も
し
も
戦
争
に
な
る
と
、

第
一
線
の
軍
医
と
し
て
駆
り
出

さ
れ
る
。
そ
う
い
う
切
実
感
は

ほ
と
ん
ど
の
若
い
医
師
た
ち
は

持
っ
て
い
な
い
。
思
い
は
ど
う

あ
れ
、
戦
争
と
平
和
と
い
う
こ

と
を
も
う
少
し
真
剣
に
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。

◆喜多　徹◆
副会長

座談会を傍聴して

理事　西川忠之（能美市・泌尿器科）

私は1959年（昭和34年）生まれの46歳です。小学生時代には学校の授

業で日本国憲法はすばらしい憲法で、「９条は永久に戦争放棄をうたい、

日本は軍備を持たない」とあり、戦争は絶対しない国であると教えられ、

不戦の大切さを堅く信じています。しかし、現在、つかの間の平和の間

に大切な戦争放棄の学校教育を怠ってきたためか、多くの方が再軍備を

憲法上に明確にしたほうがよいと言うまやかしの論調に漠然と賛成する

ようになっており、とても心配しております。

最近、テレビの討論会等にて国益が優先するのが当たり前みたいな論

調の方がいてとても不快で嫌な感じがします。国益を優先すると言う場

合、個を犠牲にして国家のエゴを通すという意味合いが含まれるように

思われるからです。最も国益を損なわれる事態は侵略を受けることでし

ょうが、仮に日本を侵略する国があったとして、侵略国にとってリスク

に見合う利益は何かあるのでしょうか？中国や韓国・朝鮮の国境近くに

わずかの天然資源があるにせよ、日本国内にはまったくと言っていいほ

ど資源はないのですから。日本が他国に攻め入るための軍備を持とうと

考えていないのであれば、丸腰の日本のほうが安全となるのではないで

しょうか？

仮想敵をつくり国民の緊張をあおり、軍備の増強をはかることは、少

なくとも財政的には大きな損失です。また、危険なテロリズムを誘発す

ることにもなりかねません。

軍備が必要であるという人は自分の肉親が陵辱されそうになったとき

に拳をあげられずにいられるか？という感情論を引き合いに出します。

しかし、戦争の現場は個と個のぶつかり合いの場所ではなく国家的エゴ

の究極の場所であり、同時に軍事産業を潤うために行われているように

感じます。実際の戦闘は、私には想像できませんが、少なくとも阪神大

震災以上の最悪の状況に陥ることでしょう。瓦礫の下敷きになった子ど

もを救えず、命からがら逃げてきた事実を涙ながらに語る親の悲惨さを

目の当たりにしたとき、震災を戦災と置き換えたなら、国家的にどんな

大義名分があろうとも、戦争とは決して歩んではならない道なのです。

（
十
三
面
の
続
き
）
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在
宅
終
末
期
に
、
ユ
ー
ト
ピ

ア
な
ん
て
あ
り
得
る
の
だ
ろ
う

か
。
人
生
の
最
後
を
苦
痛
の
な

い
お
だ
や
か
な
状
態
で
過
ご

し
、
そ
し
て
安
ら
か
に
逝
け
れ

ば
、
そ
れ
も
ユ
ー
ト
ピ
ア
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現

実
は
日
々
、
苦
難
と
葛
藤
の
連

続
だ
。

Ａ
さ
ん
は
癌
性
腹
膜
炎
で
腹

水
が
た
ま
り
、
苦
し
そ
う
だ
っ

た
。
病
院
で
点
滴
の
た
め
に
拘

束
さ
れ
る
こ
と
が
嫌
で
、「
自

宅
で
死
に
た
い
」
と
言
っ
て
帰

っ
て
き
た
。
訪
問
診
療
と
訪
問

看
護
を
開
始
し
た
が
、
食
べ
れ

ば
嘔
吐
し
、
そ
の
う
ち
下
血
や

吐
血
も
始
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も

点
滴
は
嫌
だ
と
言
っ
て
、
結
局

腹
水
を
一
度
抜
い
た
だ
け
で
、

ほ
か
は
何
も
し
な
か
っ
た
。
夜

中
に
苦
し
い
の
か
、
転
げ
回
っ

た
り
、「
殺
し
て
く
れ
・
・
・
」

と
叫
ん
だ
り
し
て
、
や
さ
し
そ

う
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
困
ら
せ

た
。「

起
こ
し
て
く
れ
」
と
言
う

の
で
起
こ
し
て
あ
げ
て
、
後
ろ

を
看
護
師
が
支
え
て
あ
げ
た

ら
、
し
ば
ら
く
楽
そ
う
に
満
足

し
た
顔
を
し
た
。
訪
問
し
て
帰

ろ
う
と
し
た
ら
、
手
を
握
っ
て

な
か
な
か
離
そ
う
と
し
な
か
っ

た
。
そ
し
て
翌
日
、
朝
早
く
に

亡
く
な
っ
た
。

今
か
ら
思
う
に
、
何
も
し
な

く
て
よ
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
、

痛
み
で
は
な
い
あ
の
苦
し
み
を

な
ん
と
か
取
っ
て
あ
げ
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
、
ス
テ
ロ
イ
ド
く
ら
い
使
っ

て
あ
げ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
だ
ろ

う
か
・
・
・
と
。

Ｂ
さ
ん
は
、
癌
が
あ
ち
こ
ち

に
転
移
し
て
、
あ
と
一
〜
二
カ

月
の
余
命
と
告
知
さ
れ
た
。
本

人
も
家
族
も
、
自
宅
で
の
最
後

を
希
望
し
て
退
院
。退
院
時
は
、

輸
液
ポ
ー
ト
に
高
カ
ロ
リ
ー
輸

液
を
付
け
て
、
さ
ら
に
腹
部
に

は
腎
瘻
カ
テ
ー
テ
ル
が
付
い
て

い
た
。
モ
ル
ヒ
ネ
も
服
用
し
て

い
た
が
、
あ
ま
り
痛
み
は
訴
え

な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
、
強

い
倦
怠
感
と
不
眠
、
不
安
が
あ

っ
た
。
ス
テ
ロ
イ
ド
の
使
用
や

睡
眠
剤
の
投
与
も
し
た
が
、

徐
々
に
嘔
吐
が
頻
回
に
な
り
、

連
日
行
く
た
び
に
「
早
く
あ
っ

ち
へ
や
っ
て
欲
し
い
」「
な
ん

と
か
寝
か
し
て
欲
し
い
」「
た

い
そ
く
て
た
い
そ
く
て
・
・
・
」

と
言
わ
れ
た
。「
つ
ら
い
よ
ね
」

「
し
ん
ど
い
ね
」「
で
き
る
だ
け

な
ん
と
か
し
ま
す
ね
」
と
言
っ

て
は
み
た
が
、
内
心
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。

睡
眠
剤
も
効
果
が
無
く
な
り
、

つ
い
に
ミ
ダ
ゾ
ラ
ム
を
持
続
点

滴
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
っ
た

く
意
識
を
無
く
す
こ
と
に
は
抵

抗
が
あ
っ
た
の
で
、
点
滴
の
ス

ピ
ー
ド
を
調
節
し
て
呼
べ
ば
答

え
る
程
度
に
し
た
。

訪
問
看
護
師
は
、
連
日
の
点

滴
の
管
理
や
家
族
の
不
安
な
心

情
を
聞
い
た
り
、
本
当
に
よ
く

し
て
く
れ
た
。
在
宅
ケ
ア
に
、

訪
問
看
護
は
必
要
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
も
の
と
思
っ
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
手
厚
い
看

安
田
　
紀
久
雄（
中
能
登
町
・
内
科
） 

在
宅
で
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
夢
見
て（
そ
の
二
） 

リレー・エッセイ リレー・エッセイ 

在宅 
医療 
在宅 
医療 

4

終
末
期
と
ユ
ー
ト
ピ
ア 
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近
年
、
自
殺
の
防
止
お
よ

び
う
つ
病
対
策
は
世
界
的
な

課
題
で
あ
り
、
日
本
で
も
各

方
面
で
対
策
事
業
が
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
う
つ

病
治
療
の
基
本
的
な
こ
と
に

つ
い
て
触
れ
た
い
。

「
笠
原
の
小
精
神
療
法
」

と
呼
ば
れ
て
久
し
い
軽
症
う

つ
病
の
「
急
性
期
治
療
の
七

原
則
」
に
従
っ
て
各
箇
条
を

提
示
し
、
コ
メ
ン
ト
を
付
記

す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
第
一
条
「
治
療
す

べ
き
不
調
で
あ
っ
て
怠
惰
や

気
の
ゆ
る
み
で
な
い
こ
と
を

告
げ
る
」。

う
つ
病
者
を
激
励
す
る
こ

と
は
患
者
の
自
責
感
、
絶
望

感
を
強
め
る
の
で
禁
物
で
あ

る
。
う
つ
病
は
〝
治
る
〞
病

気
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ

る
。第

二
条
「
で
き
れ
ば
、
早

く
心
の
休
息
を
と
れ
る
よ
う

に
、
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
」。

患
者
の
職
場
状
況
に
左
右

さ
れ
が
ち
だ
が
、
で
き
る
だ

け
負
担
を
減
ら
す
方
向
へ
も

っ
て
い
く
。
休
養
や
休
職
を

積
極
的
に
勧
め
る
。

第
三
条
「
予
想
さ
れ
る
治

癒
の
時
点
を
伝
え
る
」。

自
殺
念
慮
の
出
没
を
考
え

れ
ば
、
必
ず
治
る
病
気
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
意
義
が
あ

る
。
治
療
の
見
通
し
を
は
っ

き
り
具
体
的
に
話
す
。

第
四
条
「
治
療
中
、
自
己

破
壊
的
な
行
為
を
し
な
い
よ

う
に
約
束
し
て
も
ら
う
」。

自
殺
念
慮
に
つ
い
て
問

い
、死
な
な
い
約
束
を
す
る
。

表
面
的
に
は
自
殺
念
慮
を
否

定
す
る
患
者
に
対
し
て
も
、

う
つ
で
は
自
殺
が
起
こ
り
う

る
こ
と
、
う
つ
が
治
れ
ば
死

な
な
く
て
よ
か
っ
た
と
思
え

る
こ
と
、
死
に
た
い
の
は
病

気
の
せ
い
で
あ
る
こ
と
、
だ

か
ら
治
療
に
専
念
す
る
よ
う

に
説
得
す
る
。
さ
ら
に
、
う
つ

病
の
治
療
が
う
ま
く
い
っ
て

い
る
と
思
う
時
期
で
も
、
折
に

触
れ
自
殺
を
し
な
い
約
束
を

す
る
。
回
復
期
の
自
殺
の
危

険
性
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

第
五
条
「
治
療
経
過
中
に

は
三
寒
四
温
が
あ
る
こ
と
を

告
げ
る
」。

患
者
は
、
い
っ
た
ん
よ
く

な
っ
て
か
ら
の
若
干
の
悪
化

に
過
度
の
心
配
を
す
る
も
の

で
あ
る
。
病
状
の
一
進
一
退

に
つ
い
て
前
も
っ
て
説
明
し

て
お
く
。

第
六
条
「
治
療
終
了
ま
で

は
人
生
に
関
係
す
る
よ
う
な

重
大
な
決
断
は
な
さ
ら
な
い

よ
う
に
」。

会
社
を
辞
め
る
な
ど
と
考

え
る
の
は
悲
観
的
で
自
信
を

失
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、

う
つ
が
治
っ
て
物
事
が
み
え

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
考
え

る
よ
う
に
言
う
。

第
七
条
「
薬
を
止
め
な
い

で
」。神

経
伝
達
物
質
の
バ
ラ
ン

ス
が
一
時
的
に
悪
い
の
だ
か

ら
、
お
薬
が
必
要
で
、
効
果

が
期
待
で
き
る
こ
と
を
説
明

す
る
。
回
復
後
も
す
ぐ
に
薬

を
止
め
る
と
症
状
が
再
燃
し

や
す
い
こ
と
を
前
も
っ
て
知

っ
て
も
ら
う
。
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ

（
選
択
的
セ
ロ
ト
ニ
ン
再
取

り
込
み
阻
害
薬
）（
フ
ル
ボ

キ
サ
ミ
ン
、パ
ロ
キ
セ
チ
ン
）

あ
る
い
は
Ｓ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
（
セ
ロ

ト
ニ
ン
・
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
再
取
り
込
み
阻
害
薬
）

（
ミ
ル
ナ
シ
プ
ラ
ン
）
の
登

場
に
よ
り
、
副
作
用
が
少
な

く
、
こ
れ
ま
で
と
ほ
ぼ
同
等

の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
無
論
、
治
療
前

に
抗
う
つ
薬
の
効
果
の
現
れ

方
と
と
も
に
消
化
器
症
状
な

ど
の
副
作
用
に
つ
い
て
説
明

す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、

治
療
者
は
十
分
な
量
と
期
間

（
症
状
軽
快
後
も
、
少
な
く

と
も
四
〜
六
カ
月
）
の
投
薬

を
行
い
た
い
。

か
か
り
つ
け
医
が
う
つ
病

の
治
療
に
か
か
わ
る
こ
と
が

ま
す
ま
す
多
く
な
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
治
療
し
て
も
一

カ
月
で
改
善
の
見
ら
れ
な
い

例
、
自
殺
念
慮
の
強
い
例
、

診
断
・
治
療
に
迷
う
例
、
躁

状
態
の
既
往
の
あ
る
例
、
重

症
例
な
ど
で
は
専
門
医
に
紹

介
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（その47） 

軽症うつ病の 
小精神療法について 
炭谷　信行（野々市町・精神科） 

護
も
つ
か
の
間
、
来
る
べ
き
時

が
や
っ
て
き
た
。
家
族
は
そ
れ

ぞ
れ
十
分
に
ケ
ア
し
つ
く
し
て

満
足
し
た
の
で
は
、
と
思
っ
た

も
の
の
、
や
は
り
あ
ふ
れ
る
よ

う
な
涙
の
洪
水
で
あ
っ
た
。
は

た
か
ら
み
れ
ば
、
逝
く
人
も
見

送
る
人
も
、
幸
せ
な
家
族
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
悲
し
み
は
逆

に
大
き
い
よ
う
に
見
え
た
。
ど

ん
な
に
医
者
が
尽
く
し
て
も
、

万
が
一
、
苦
痛
が
無
い
死
を
迎

え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
「
死
」

に
は
悲
し
み
と
嘆
き
が
決
し
て

離
れ
て
は
ゆ
か
な
い
も
の
だ
と

思
っ
た
。

在
宅
に
は
、
い
ろ
ん
な
最
後

が
あ
る
。
そ
ん
な
多
様
な
看
取

り
に
は
、
チ
ー
ム
ケ
ア
が
必
要

だ
。
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に
連

携
し
て
情
報
を
共
有
す
る
か
が

大
切
な
問
題
で
あ
る
（
わ
た
し

は
メ
ー
ル
を
多
用
し
た
）。

ま
た
、
自
分
を
含
め
て
医
師

は
、
緩
和
ケ
ア
に
も
っ
と
精
通

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
種

多
様
の
製
剤
が
あ
る
麻
薬
も
、

使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
学
習
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ほ
か
に

も
、
い
ろ
ん
な
問
題
が
山
積
し

て
い
る
。
食
べ
ら
れ
ず
、
苦
し

む
患
者
を
前
に
し
て
、
家
族
は

何
か
し
て
や
り
た
い
と
思
う
だ

ろ
う
。
点
滴
を
希
望
す
る
人
は

多
い
。
で
も
、
終
末
期
に
お
け

る
輸
液
の
功
罪
を
知
り
、
納
得

し
て
も
ら
っ
た
上
で
、
な
に
も

し
な
い
選
択
が
望
ま
し
い
こ
と

も
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。

今
の
日
本
の
状
況
で
は
、
在

宅
で
最
後
を
迎
え
る
こ
と
に

は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
困
難
と

問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
、

在
宅
で
の
看
取
り
を
希
望
す
る

人
は
増
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
開

業
医
や
訪
問
看
護
師
は
、
そ
の

困
難
を
少
し
で
も
解
決
し
て
、

在宅で看取った方の奥様の悲しみを癒すために、
お孫さんが贈った本『千の風になって』
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本シリーズは、会員の皆様のご寄稿で

続けていくものです。ご寄稿いただけな

い月は「お休み」になります。積極的なご

寄稿をお願いします。重複した場合の掲

載順は編集部にお任せください。 

毎月20日を締切とし、字数は1200字

から1600字程度でお願いします。 

送り先は本紙1面左枠の 

編集部宛E-mailアドレス 

またはＦＡＸで。 

【編集部編集部からのお願お願い】 【編集部からのお願い】 

本シリーズへの積極的なご寄稿を 
 

本シリーズへの積極的なご寄稿を 
 

本シリーズへの積極的なご寄稿を 
 

望
ま
れ
る
看
取
り
（
ユ
ー
ト
ピ

ア
）
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
努
力
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な

い
、
と
考
え
て
い
る
。

●
●
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
●
●
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社会保障セミナー報告集 
『人権と医療　～医師と法律家の対話～』を読んで 

社会保障セミナー報告集 
『人権と医療　～医師と法律家の対話～』を読んで 

北山　吉明北山　吉明（金沢市・形成外科）（金沢市・形成外科） 北山　吉明（金沢市・形成外科） 

医師としてぜひ読んで欲しい一冊 

「
知
る
」
か
ら
「
理
解
」へ 

人
権
へ
の
気
づ
き
の
書 

終末期 
医療と人権 

ハンセンと 
人権 

社会保障と人権 
の歴史 

薬害と人権 
終末期 
医療と人権 

ハンセンと 
人権 

社会保障と人権 
の歴史 

薬害と人権 

医師は患者にどう接すればよいか。これには２つの

回答がある。一つは病気の治療を患者にどう実践して

いくか、もう一つは患者を一個の人間としてどう認識

し、受け入れていくか、である。そしてこの後者につ

いて考える場合、患者の人権や人の尊厳が問題になる。

本書は、そのタイトルの通り、石川県保険医協会が

催した社会保障セミナーの報告集である。７回にわた

るセミナーには毎回「人権と医療」のサブテーマが設

けられ、各テーマについて担当者の報告と参加者を交

えた討論が行われた。サブテーマの内容は、社会保障

と人権の歴史、薬害と人権、ハンセン病と人権、終末

期医療と人権、細菌・化学兵器と医師・医学者（731

部隊とは？）、そして、人権のにない手をどう育てる

か、である。

さて、「医師は患者の人権を尊重し、これを守るべ

きである」と問われれば、ほとんどの医師が即座に

「イエス」と答えるであろう。だが、もう一歩踏み込

んで、人権とは、尊厳とは何か、医師としてどう実践

しているのか、と聞かれれば答えに窮するであろう。

人権や尊厳は、医師が最も身近に取り組むべき主題

であることを本書は読む人に突きつけてくる。

本書の冒頭には井上英夫教授により、人権と社会保

障の歴史が述べられ、ついで人権とは何か、尊厳とは

何か、についてさまざまな例えを用いて詳細な講義が

行われている。読者がこれらの例えの中に一つでもな

るほどとうなずけるものを見つけだすことができれ

ば、そこが読者にとっての人権ワールドへの入り口と

なる。その「なるほどを」しっかり心にとどめて、第

２回以降の医師が蹂躙した人権の歴史を読み進め、セ

ミナー参加者と共に考えをめぐらしてみると、読者自

身の回りに起きている小さいけれども見逃すことので

きない人権侵害に気がつきはじめるであろう。

本書の中で参加者が繰り返し述べているように、人

権や尊厳は各人によってその解釈に微妙な違いがあ

る。それは、各人が体験し、考察し、対処してきた問

題に根を張った解釈だからである。言い換えれば、そ

れは極めて個人的解釈であるが、単なる知識ではない、

身についた「人権」の理解であるといえる。

本書は、人権への気づきの書として大きな意義を持

つ。それぞれの医師が日常診療の中で、この問題を考

えるきっかけとして、ぜひ読んでいただきたい一冊で

ある。
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保険医協会の医師たちと法律家が「人権」について徹底討論 

本書が明らかにする 
「ハンセン病」「731部隊の生体実験」「薬害」「終末期医療」… 

その隠された真実とは？ 

2005年10月5日発行

「人権」のテキストがここに完成！

『人権と医療』 『人権と医療』 『人権と医療』 
石川県保険医協会社会保障セミナー

1冊 1，000円（税込み）
（A4判122頁）

会員には10月半ばに1冊無料でお送りしました。 

保健、医療、福祉関係者をはじめ、患者さん、学生、主婦、 
そして自治体関係者・・・、すべての人々に薦めます 

～医師と法律家の対話～
※お申し込みは、「『人権と医療』希望」とご記入の上、お名前・送付先住所・電話
番号・冊数を明記して、FAXで下記までお申し込みください。振込用紙を同封してお
送りします。FAX番号は、お間違いのないよう、お気をつけください。 

〒９２０‐０９０２  石川県金沢市尾張町２丁目８の２３
太陽生命金沢ビル６階

─お問い合わせは事務局の杉野まで─ 

発行  石川県保険医協会

●電話：076（222）5373／FAX：076（231）5156

監修　井上英夫（金沢大学法学部教授）
報告集

「人命を最も尊ばなくてはならない」医師たちの 

7回にわたる「社会保障セミナー」における 

「人権」についての学びの記録が、 

ここに集約 
・ 
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犬

頭
の
糸 

エ
ト
の
民
話 

い
ぬ
　
　が
し
ら 

む
か
し
。 

蚕
を
か
っ
て
い
る
女
が
い
た
。
あ
る
日
、
蚕
が
病

気
に
な
り
、
バ
タ
バ
タ
と
死
に
、
一
匹
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
一
匹
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
ど
う

に
も
な
ら
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
女
は
そ
の
一
匹
を
大

事
に
大
事
に
育
て
た
。 

女
は
一
匹
の
犬
も
か
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
犬
が
蚕
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
。
女
は
呆
然
と
し
て
、

犬
の
顔
を
見
て
い
た
。 

す
る
と
犬
の
鼻
の
穴
か
ら
、
奇
麗
な
糸
が
垂
れ
て

き
た
。
手
繰
っ
て
み
る
と
、
次
か
ら
次
か
ら
出
て
く

る
。
糸
巻
き
に
巻
き
つ
け
る
と
、
た
ち
ま
ち
に
、
糸

巻
き
は
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
ふ
た
巻
き
目
も
い
っ

ぱ
い
に
な
り
、
三
巻
き
、
四
巻
き
、
糸
は
ど
ん
ど
ん

出
た
。
十
巻
き
、
二
十
巻
き
、
百
巻
き
、
二
百
巻
き
、

ど
ん
ど
ん
出
て
出
て
、
女
の
家
が
糸
を
巻
き
つ
け
た

糸
巻
き
で
、
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
時
に
、
犬
は
倒
れ

て
死
ん
だ
。 

女
は
犬
を
裏
の
桑
畑
の
中
に
、
葬
っ
た
。 

犬
が
出
し
た
糸
を
織
る
と
、
奇
麗
な
奇
麗
な
布
に

な
っ
て
、
高
く
売
れ
た
。 

そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。 

犬
を
肥
し
に
し
た
桑
は
、
た
く
さ
ん
た
く
さ
ん
の

葉
を
茂
ら
せ
、
こ
の
葉
を
食
べ
た
蚕
は
、
奇
麗
な
糸

を
吐
き
、
奇
麗
な
布
に
な
り
、
売
れ
て
売
れ
て
、
大

金
持
ち
に
な
っ
た
。 

犬
の
鼻
か
ら
垂
れ
て
出
た
の
で
、
犬
頭
の
糸
と
よ

ば
れ
、
都
は
も
と
よ
り
国

中
の
大
評
判
に
な
っ
た
と

い
う
。 

不
思
議
な
目
出
度
い
話

じ
ゃ
な
。 

絵
と
文
　
高
橋
　
し
ん
じ 
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● 連 絡 先 ● 

〒921-8052 金沢市保古2丁目53番地1 
電話（076）269-8944 FAX（076）269-8943

特定非営利活動法人 
アイメイトクラブ石川事務所 

その47

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
ア
イ
メ
イ
ト
ク
ラ
ブ
石
川
」 

 

ア
イ
メ
イ
ト
ク
ラ
ブ
石
川
 
副
理
事
長
　

宮
村
　
健
二（
金
沢
市
在
住
）  

盲
導
犬
を
正
し
く 

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に 

一
、
本
会
の
沿
革

石
川
県
に
初
め
て
盲
導
犬
が

や
っ
て
き
た
の
は
一
九
七
〇
年

の
こ
と
で
す
。
山
中
温
泉
に
住

む
佐
藤
憲
さ
ん
（
現
理
事
長
）

が
、
東
京
か
ら
シ
ェ
パ
ー
ド
犬

ア
ニ
タ
を
連
れ
帰
り
ま
し
た
。

当
時
は
、
電
車
に
も
バ
ス
に
も

乗
れ
な
い
、
店
に
も
宿
泊
施
設

に
も
入
れ
て
も
ら
え
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
家
の
周
り
の
散
歩

に
し
か
使
え
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。そ

の
佐
藤
さ
ん
を
中
心
に
、

一
九
七
九
年
に
任
意
団
体
の
石

川
県
ア
イ
メ
イ
ト
ク
ラ
ブ
を
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
二
十
六

年
間
、
地
道
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
盲
導
犬
使
用
者
の
拡
大
、

盲
導
犬
を
巡
る
社
会
環
境
の
改

善
に
こ
つ
こ
つ
取
り
組
み
、
昨

年
二
月
三
日
に
特
定
非
営
利
活

動
法
人
ア
イ
メ
イ
ト
ク
ラ
ブ
石

川
と
し
て
の
認
証
を
得
ま
し

た
。現
在
の
会
員
数
二
十
五
人
、

活
躍
中
の
盲
導
犬
二
十
二
頭
で

す
。

二
、
本
会
の
活
動

三
つ
の
柱
を
立
て
て
い
ま
す
。

①
外
出
に
不
自
由
し
て
い
る

盲
導
犬
普
及
の
た
め
に 

ア
イ
メ
イ
ト
ク
ラ
ブ
を
設
立 

盲
導
犬
普
及
の
た
め
に 

ア
イ
メ
イ
ト
ク
ラ
ブ
を
設
立 

鼻先をノブに付けてドアを教えます

盲導犬の世話はすべて使用者が行います
ビニール袋で便をとっています

視
覚
障
害
者
に
、
盲
導
犬
の
良

さ
を
伝
え
る
こ
と
。

眼
科
の
先
生
方
や
福
祉
施
設

の
方
々
な
ど
に
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

②
社
会
に
広
く
盲
導
犬
の
受

け
入
れ
を
訴
え
か
け
る
こ
と
。

二
〇
〇
二
年
に
身
体
障
害
者

補
助
犬
法
が
成
立
し
、
盲
導
犬

の
受
け
入
れ
を
拒
否
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
で
も
、
ま
だ
ま
だ
社
会

の
隅
々
に
ま
で
浸
透
し
て
い
な

い
の
が
実
状
で
す
。

③
盲
導
犬
使
用
者
が
活
動
し

や
す
い
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
。

現
在
、
石
川
県
ア
イ
メ
イ
ト

基
金
を
設
置
し
、
盲
導
犬
の
健

康
管
理
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

財
源
は
民
間
か
ら
の
寄
付
で

す
。ま

た
、
リ
タ
イ
ア
犬
の
里
親

と
な
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集

し
、
仲
介
し
て
い
ま
す
。

昨年９月、盲導犬使用者の金沢観光ツアーをサポートしました
全国から46頭の盲導犬が集まりました

ご
存
じ
で
す
か
?
 

盲
導
犬
で
歩
く
仕
組
み
 

ご
存
じ
で
す
か
?
 

盲
導
犬
で
歩
く
仕
組
み
 

一
、
人
と
犬
と
の
協
同
作
業

人
と
犬
と
が
仕
事
を
分
担

し
、
協
同
作
業
で
歩
き
ま
す
。

○
人
の
仕
事
①
〈
犬
に
対
す
る

指
示
〉

ま
っ
す
ぐ
行
け（straight

）、

右
へ
曲
が
れ
（rig

h
t

）、
横
断

歩
道
を
捜
せ
（corn

er

）、
階

段
へ
付
け
ろ
（b

rid
g
e

）
な
ど

と
、
言
葉
で
具
体
的
に
指
示
し

ま
す
。
従
っ
て
目
的
地
ま
で
の

地
図
は
、
使
用
者
の
頭
の
中
に

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

を
メ
ン
タ
ル
マ
ッ
プ
（
心
の
地

本
稿
の
宮
村
健
二
さ
ん
と
盲
導
犬
ア
レ
ン
の
歩
行
の
様
子
を
一
面
で
紹
介
し
て
い
ま
す

図
）
と
い
っ
て
い
ま
す
。

○
犬
の
仕
事
①
〈
指
示
に
よ
る

動
き
〉

指
示
さ
れ
た
と
お
り
即
座
に

動
き
ま
す
。

○
犬
の
仕
事
②
〈
自
主
的
動

き
〉

段
差
や
分
か
れ
道
の
角
で
止

ま
っ
て
教
え
ま
す
。
ま
た
、
使

用
者
を
ぶ
つ
け
た
り
落
と
し
た

り
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は
指
示

が
な
く
て
も
犬
自
身
の
自
主
的

判
断
で
行
い
ま
す
。

○
人
の
仕
事
②
〈
「
褒
め
る
」

と
「
叱
る
」〉

犬
の
動
き
を
評
価
し
、
良
く

や
っ
た
と
き
は
「g

ood

」
で

褒
め
、
失
敗
し
た
と
き
や
怠
け

て
や
ら
な
い
と
き
は
「n

o

」

で
叱
り
ま
す
。

まちがいが6カ所。 
さて、どこに？ 
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◎
◎
◎

（
答
え
１９
面
） 

小彦あんず 作 

二
、
切
磋
琢
磨
で
作
る
「
人
・

犬
関
係
」

機
械
な
ら
、
た
と
え
ば
テ
レ

ビ
は
、
誰
が
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

て
も
同
じ
よ
う
に
働
き
ま
す
。

犬
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
犬

を
思
い
の
ま
ま
に
働
か
せ
る
に

は
、
密
接
な
「
人
・
犬
関
係
」

が
必
要
で
す
。

①
使
用
者
は
、
犬
に
、
ボ
ス

と
し
て
強
く
心
服
さ
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

②
「
褒
め
る
」「
叱
る
」
が
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
鍵
で
す
。
上

手
に
仕
事
を
し
た
と
き
に
心
を

込
め
て
褒
め
る
と
犬
は
大
変
喜

び
、
さ
ら
に
や
る
気
を
起
こ
し

ま
す
。
失
敗
し
た
と
き
に
叱
る

と
、
は
っ
と
気
付
い
て
心
を
立

て
直
し
ま
す
。

③
犬
は
褒
め
ら
れ
、
ま
た
は

叱
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
だ

ん
だ
ん
上
手
に
な
り
成
長
し
ま

す
。一

方
、
人
は
、
正
し
く
褒
め
、

ま
た
は
正
し
く
叱
る
た
め
に
、

目
が
見
え
な
く
て
も
犬
の
動
き

の
意
味
を
理
解
し
、
地
図
を
詳

し
く
正
確
に
把
握
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
努
力
し

て
成
長
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
人

と
犬
と
は
協
同
作
業
で
互
い
に

切
磋
琢
磨
し
、
成
長
し
合
う
の

で
す
。
こ
の
切
磋
琢
磨
で
、

「
人
・
犬
関
係
」
は
深
ま
り
、

犬
の
仕
事
は
進
歩
し
ま
す
。

人
は
、
文
字
ど
お
り
命
を
掛

け
て
犬
に
追
随
し
ま
す
。犬
は
、

生
存
の
す
べ
て
を
人
に
委
ね
て

い
ま
す
。「
人
・
犬
関
係
」
は
、

動
物
の
種
を
越
え
た
命
の
預
け

合
い
の
関
係
な
の
で
す
。
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1．天然成分でお肌すべすべ

どうして植物が人間の老化を

防止して若々しくさせたり、人

間のお肌をすべすべにしたりす

るような物質をわざわざ持って

いるのだろう。人間も活性酸素

の発生と消去のシステムを持っ

ている。しかし、活性酸素を発

生させたり除去させたりを頻繁

に繰り返す植物は、格段に抗酸

化物質の種類が多い。さまざま

な抗酸化物質が植物由来なのは、

そのためだ。また、植物が選び

抜いて利用している成分は一つ

で何役にも使える多機能な成分

が多く、植物が思いもしないよ

うな有用な作用を人間の体にも

たらすことも期待できる。

2．マメ科植物のような会社へ転職

根粒菌はふだん落ち葉などを分解しながら質素な暮らしをしている。と

ころが、マメ科植物との出会いが、根粒菌の眠っていた潜在能力を引き出

すのである。働きやすい環境と十分な報酬を与えられて、根粒菌は窒素固

定の能力を発揮する。マメ科植物は、根粒菌を体内に住まわせることによ

って、大気の主成分である窒素を獲得し、窒素分の少ないやせた土地でも

育つことが可能になった。

3．芽生えの科学

草むしりをすると雑草の種子が一斉に芽ばえてくるのは、光が地面に射

し込むことによって、邪魔になる他の草を人間がきれいに取ってくれたこ

とが分かるからである。また、種子に赤色の光が当たると発芽し始めるが、

緑色の光だけが射し込んでも、周りに生い茂る植物があるということだか

ら、発芽しない。

4．エチレンの不思議

石油ストーブのそばに花を活けておくと、燃焼ガスにエチレンが含まれ

るため、花が長持ちせずに萎れてしまう。エチレンは、みずみずしい植物

を老化させる不思議なガスなのだ。また、メロンやリンゴなど、エチレン

生産の多い野菜を不用意に冷蔵庫の野菜室などに入れると、他の野菜や果

物の老化を早め、鮮度を落としてしまう。

5．紅葉が赤く染まる理由

長引く冬の時代に備え、貴重な栄養分や水分を守るため、植物は、葉の

付け根に「離層」という水分や栄養分を通さない層を作った。しかし、葉

の生産工場は、限られた手持ちの水分と栄養分を使って光合成を続けてい

く。行き場を失った糖分はやがてアントシアニンという赤い色素に姿を変

えていく。そして、葉の中の緑色に保っていた葉緑素が、やがて低温によ

って壊れ、葉にたまっていたアントシアニンの赤い色素が目立つようにな

る。

6．植物は環境の破壊者だった

古代の海に生まれた植物プランクトンが酸素をまき散らし、オゾン層を

作り上げるまでに30億年の歳月を費やした。さらに地上に進出した植物が

酸素濃度を上げるまでに６億年の歳月が必要だった。人類による環境破壊

は、たかだか百年単位で引き起こされている。この変化スピードに、生物

たちの進化が追いつけるとはとても考えられない。たとえ、いくらかの生

物が地球に生き残るとしても、人類は間違いなく生き残れない。

のぼる君の のぼる君の 

「植物」という不思議な生き方 「植物」という不思議な生き方 
小島　登（内灘町・歯科） 

⑱ 

植物とは不思議な生き物である。人間とは姿も形もまったく違う。

もっと根本的に考えも及ばない何かがあるのだと思う。手足も、目や

耳も、脳もない。しかし、戦略家である。また、余計なことを考えな

い植物のまっすぐな生き方に、私たちは「生きる」ことの意味を問い

正されるかもしれない。

植物の不思議な世界へようこそ。

●蓮実香佑　著
●税込価格：¥1,365（本体：¥1,300）
●出版：PHPエディターズ・グループ
●サイズ：B6判 / 235頁
●ISBN：4-569-64623-9
●発行年月：2005年11月
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。小

さ
い
こ
ろ
、
近
く
に
公
立
図
書
館
が

あ
っ
て
、「
本
は
借
り
る
も
の
」
と
い
う

環
境
に
育
ち
ま
し
た
。
そ
ん
な
環
境
で
育

っ
た
た
め
か
、
十
九
年
前
（
金
沢
市
）
上

荒
屋
に
や
っ
て
き
た
時
、

図
書
館
が
近
く
に
な
い
こ

と
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

「
近
く
に
図
書
館
が
欲

し
い
」
と
思
っ
て
い
た
の

は
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た

よ
う
で
、
三
年
前
「
金
沢

西
部
地
区
に
図
書
館
を
つ

く
る
会
」
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

「
会
」
第
一
回
総
会
に

お
け
る
松
任
中
央
図
書
館

の
伊
藤
俊
館
長
の
話
は
、

意
外
な
内
容
で
し
た
。
先

生
は
、「
図
書
館
の
活
動

は
図
書
館
に
来
る
人
の
こ

と
だ
け
を
考
え
る
の
で
は

な
く
、
図
書
館
が
対
象
と

し
て
い
る
全
住
民
の
こ
と

を
考
え
て
活
動
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
当
時

は
、
そ
の
こ
と
の
意
味
が
よ
く
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
「
会
」
の
活
動
を
通
し
て
、

図
書
館
職
員
、
児
童
文
学
者
、
教
育
関
係

者
、
地
域
住
民
、
市
役
所
の
担
当
者
、
報

道
関
係
者
な
ど
、
私
に
と
っ
て
遠
い
存
在

だ
と
思
っ
て
い
た
多
く
の
人
た
ち
と
出
会

い
、
様
々
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
そ
ん
な

出
会
い
と
経
験
を
通
し
て
、
私
は
よ
う
や

く
伊
藤
館
長
の
語
ら
れ
た
こ
と
の
内
容
が

分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
当
初
、
私
は
図

書
館
と
い
う
の
は
、「
無

料
貸
し
本
屋
」
的
な
も
の

と
捉
え
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
、
私
は
図
書
館

と
い
う
の
は
、
本
を
は
じ

め
と
し
た
情
報
が
集
ま
る

場
所
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

を
通
し
て
住
民
の
あ
ら
ゆ

る
問
題
や
要
求
に
こ
た
え

る
こ
と
の
で
き
る
場
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
医

療
、
福
祉
、
教
育
、
ビ
ジ

ネ
ス
、
芸
術
、
思
想
な
ど

あ
ら
ゆ
る
市
民
生
活
を
支

援
す
る
こ
と
が
本
来
の
あ

る
べ
き
図
書
館
像
だ
と
思

い
ま
す
。

私
は
、
誰
で
も
歩
い
て

図
書
館
に
行
く
こ
と
が
で

き
て
、
そ
の
図
書
館
が
本

を
は
じ
め
と
し
た
情
報
に
基
づ
い
て
、
市

民
や
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
惜
し
み
な
い

支
援
を
す
る
、
そ
ん
な
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
夢
見
て
い
ま

す
。
そ
の
夢
が
正
夢
に
な
る
こ
と
を
祈
り

な
が
ら
、
新
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

市民や子どもたちのために 
惜しみない支援をする 
公立図書館ネットワークの 
実現を 

中崎　聡（金沢市／リウマチ・膠原病科） 

【干支の雑学】

答えと解説
（問題は10面）

犬の嗅覚は、肉のにおいに関しては人間の1

億倍。花のにおいなどでも百万倍と言われてい

ます。したがってQ1の正解はb。

聴力は、人間より優秀ですが、ライバルの

ネコほどではありません。Q2の正解は〈ネコ、

イヌ、ヒト、チンパンジー〉の順。

肉食動物である犬は獲物を獲るために、広

い視野を持ち、動く動物を見つけることが得意

です。暗視もききます。ただし、動かない相手

を見つけるのは苦手。Q3の答えはbの「静態

視力」です。

旅先などではぐれた犬が何ヵ月もかけて自

宅に帰って来るという話がよくあります。体内

時計と生体磁石が備わっているとの説もありま

すが、この不思議な能力の秘密はまだよく分か

っていません。ということで正解はc。

犬の能力クイズ

ま
ち
が
い
さ
が
し

の
正
解（

問
題
は
１８
面
）
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二
〇
〇
五
年
八
月
、
ロ
シ
ア

を
旅
行
し
た
。
近
年
、
観
光
ブ

ー
ム
と
は
い
え
、
ロ
シ
ア
は
、

な
ん
と
な
く
近
寄
り
難
い
隣
国

と
の
印
象
が
強
い
。
一
週
間
あ

ま
り
の
予
定
で
、
モ
ス
ク
ワ
と

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
の

二
都
市
を
観
光
し
た
。
見
聞
し

た
文
化
遺
産
と
現
地
の
印
象
を

報
告
し
た
い
。

成
田
か
ら
十
時
間
半
の
フ
ラ

イ
ト
で
、
モ
ス
ク
ワ
国
際
空
港

に
到
着
。
時
差
は
マ
イ
ナ
ス
五

時
間
（
サ
マ
ー
タ
イ
ム
適
用
）。

空
港
の
建
物
は
、
古
く
暗
い
印

象
。
英
語
表
示
も
最
小
限
と
い

う
と
こ
ろ
。
日
本
語
が
堪
能
な

ガ
イ
ド
の
案
内
で
ホ
テ
ル
へ
。

ホ
テ
ル
は
ス
ー
ペ
リ
ア
の
上

級
だ
が
、ロ
ビ
ー
は
広
く
な
く
、

照
明
も
地
味
な
印
象
。
部
屋
は

二
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
（
二
人

用
）
で
小
造
り
。
ベ
ッ
ド
の
大

き
さ
は
日
本
人
に
ち
ょ
う
ど
だ

が
、
長
身
で
は
足
が
は
み
出
す

の
で
は
と
心
配
。浴
槽
も
同
様
。

バ
ス
タ
オ
ル
だ
け
は
、
不
釣
合

い
な
ほ
ど
大
き
く
、
ゴ
ワ
ゴ
ワ

し
た
肌
触
り
だ
っ
た
。
生
の
水

道
水
の
飲
用
は
不
可
で
、
各
部

屋
に
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
が

用
意
さ
れ
て
い
た
。テ
レ
ビ
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
放
送
が
視
聴
可

能
。
モ
ス
ク
ワ
の
一
般
家
庭
で

は
、
四
十
〜
七
十
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
が
視
聴
可
能
と
の
こ
と
だ
。

食
事
に
つ
い
て
。
朝
の
バ
イ

キ
ン
グ
は
日
本
の
ホ
テ
ル
と
大

差
な
く
、
お
い
し
く
い
た
だ
い

た
が
、
夕
食
は
思
い
の
ほ
か
少

量
で
、味
付
け
は
塩
辛
か
っ
た
。

ロ
シ
ア
人
は
、
昼
食
を
ボ
リ
ュ

ー
ム
た
っ
ぷ
り
に
す
る
よ
う
で
、

ま
た
、
昔
か
ら
結
婚
式
や
人
を

も
て
な
す
場
合
、
パ
ン
と
塩
を

出
す
儀
式
も
あ
る
よ
う
で
、
食

文
化
の
違
い
に
よ
る
味
付
け
の

差
か
と
幾
分
納
得
で
き
た
。

翌
日
、
モ
ス
ク
ワ
市
内
を
観

光
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
は
、
モ
ス

ク
ワ
川
岸
辺
の
森
の
中
に
広
が

る
政
治
、
経
済
、
文
化
、
科
学

の
中
心
地
で
、
一
九
九
七
年
に

都
市
建
設
八
百
五
十
年
を
迎
え

た
。
人
口
約
八
百
五
十
万
人

（
実
際
は
一
千
万
人
以
上
）、
都

市
の
真
ん
中
に
世
界
文
化
遺
産

（
一
九
九
〇
年
登
録
）
の
ク
レ

ム
リ
ン
が
あ
る
。

モ
ス
ク
ワ
最
大
の
観
光
名

所
。
ク
レ
ム
リ
ン
は
ロ
シ
ア
語

で
城
砦
を
意
味
す
る
。
帝
政
ロ

シ
ア
の
王
朝
府
で
あ
り
、
長
い

間
、
皇
帝
の
居
城
と
し
て
繁
栄

し
て
き
た
。
一
九
一
七
年
、
ロ

シ
ア
革
命
後
は
、
ソ
連
最
高
会

議
場
と
し
て
、
血
み
ど
ろ
の
権

力
闘
争
の
場
と
し
て
ソ
連
政
権

の
代
名
詞
と
な
っ
た
建
造
物
で

あ
る
。
ク
レ
ム
リ
ン
は
、
過
去

三
回
に
わ
た
っ
て
拡
張
さ
れ

た
。
赤
い
城
壁
で
囲
ま
れ
た
内

側
に
は
、
大
統
領
府
、
宮
殿
、

聖
堂
、
武
器
庫
、
教
会
な
ど
十

五
ば
か
り
の
文
化
遺
産
が
観
賞

さ
れ
る
。

十
六
世
紀
に
兜
や
兵
器
を
製

造
、
保
管
す
る
倉
庫
と
し
て
建

て
ら
れ
た
。
現
在
は
、
ロ
シ
ア

の
美
術
工
芸
品
、
王
冠
、
宝
石
、

金
銀
細
工
の
ほ
か
、
何
世
紀
に

も
わ
た
っ
て
集
め
ら
れ
た
外
国

か
ら
の
贈
物
、
ロ
シ
ア
帝
国
の

戦
利
品
が
展
示
さ
れ
、
ロ
シ
ア

の
歴
史
を
収
蔵
し
、
帝
国
の
強

大
さ
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
感

が
あ
る
。

ク
レ
ム
リ
ン
の
北
東
部
の
城

壁
の
前
に
広
が
る
広
場
で
、
ソ

連
時
代
、
メ
ー
デ
ー
、
対
独
戦

勝
記
念
日
、
革
命
記
念
日
に
大

パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
。
広
さ

は
、
七
万
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル

で
、
以
前
、
新
聞
報
道
で
見
た

映
像
か
ら
は
、
は
る
か
に
小
さ

い
広
場
と
の
印
象
を
受
け
た
。

ち
な
み
に
、
北
京
の
天
安
門
広

場
は
、こ
れ
の
約
六
倍
の
広
さ
、

日
本
の
京
都
御
苑
は
約
八
・
五

倍
の
広
さ
が
あ
る
。
赤
の
広
場

の
「
赤
」
は
、
共
産
党
の
「
赤
」

で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
語
で
「
赤

い
」
は
「
美
し
い
」
と
い
う
意

味
と
重
な
り
、
一
九
一
七
年
の

革
命
前
か
ら
「
赤
の
広
場
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
本
当
は
、

「
美
し
い
広
場
」
と
の
訳
が
ふ

さ
わ
し
い
。

赤
の
広
場

武
器
庫

ク
レ
ム
リ
ン

食
事

ホ
テ
ル

フ
ラ
イ
ト

美
し
い 

〝
赤
の
広
場
〞 
寄　稿 

ロシアを旅して ロシアを旅して 
4回シリーズ・その① 

石
倉
　
彰（
金
沢
市
・
脳
外
科
） 

赤の広場とレーニン廟
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糖尿病療養指導士（以下CDE－J）認定制度が発足して以来、今年の春

までに計５回の認定試験が行われました。これまで全国で11,778人のコ・

メディカルスタッフが認定を受けています。現在、石川県では300人（う

ち薬剤師31人）が資格を有しています。隣県の富山県189人（うち薬剤師

24人）、福井県168人（うち薬剤師23人）に比べると、当県では有資格者が

100人以上も多く、しかも北陸三県は人口10万人に対するCDE－Jの数が、

全国平均をはるかに上回り、とても心強い思いがします（別表）。

私が薬剤師として現病院に勤務するようになり十数年が経過しますが、

糖尿病治療薬はその間に飛躍的に種類が増えました。当時、糖尿病の飲み

薬といえば、ダオニール、オイグルコンなどに代表されるスルフォニル尿

素剤が主流だったように思います。ビグアナイド剤は過去の副作用のため、

当時ほとんど調剤する機会はありませんでした。

それが、糖尿病の病態が徐々に明らかになり、1990年代前半のαグルコ

シダーゼ阻害剤の登場を皮切りに、様々な作用機序をもつ薬剤が臨床の場

で用いられるようになってきました。インスリン抵抗性改善剤、速効性イ

ンスリン分泌促進薬、第三世代のスルフォニル尿素剤などがこれに当たり

ます。

また、最近ではビグアナイド剤のひとつメトホルミンも、大規模臨床試

験の結果を受けて再びその効果が見直されてきました。インスリン製剤に

関しても同様であり、従来のヒトインスリンに加えて、遺伝子組み換え技

術により、ヒトインスリンのアミノ酸配列を一部変化させた数種類のイン

スリンアナログ製剤（超速効型及び超遅効型インスリン）が臨床で用いら

れるようになってきました。

様々な作用機序を持つ糖尿病の薬が増え、より良好な血糖コントロール

実現の可能性が出てきましたが、糖尿病は自己管理が必要な疾患であり、

コ・メディカルをはじめ、患者さん自身も、これらの薬に精通しなければ

なりません。

薬は、基本的に化学物質であり、化学物質を薬として使用するためには、

必ず情報が付随する必要があります。つまり「化学物質＋情報＝薬」とい

うことです。ここでいう情報とは、薬効や用法、用量、主な副作用やその

初期症状、他の薬または食品との相互作用など、インスリン注射の場合は

自己注射のタイミング、手技、保管方法など多岐に渡ります。こういった

情報が付加されてはじめて、化学物質が薬としての意味を持ってくると考

えています。その情報の発信源となるべきが、薬剤師であります。

CDE－Jの資格を得てから、糖尿病教室や糖尿病教育入院、外来でのイ

ンスリン自己注射指導など、患者さんに情報提供する機会が増えました。

患者さんが自分の服用している薬の内容を正確に理解できるようになれ

ば、治療を継続するための動機付けにプラスに働くと信じて、日々情報を

発信しています。

認定試験合格者数（第１回～第５回） 

（日本糖尿病療養指導士認定機構HPより集計） 

看護師・准看護師 5753 151 114 72 
管理栄養士・栄養士 3038 58 43 49 
薬剤師 1538 31 24 23 
臨床検査技師 1200 43 5 19 
理学療法士 249 17 3 5 
　　　　　計 11778 300 189 168 
CDE-J数／人口10万人 9.2 25.4 16.9 20.2

富山県 石川県 福井県 全国 

6回シリーズ 

その④ 情報を発信する薬剤師としての糖尿病療養指導士 

森戸　敏志（金沢社会保険病院 薬剤部）   
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私
の
家
は
、
門
前
町
道
下
の

街
道
筋
に
あ
る
。
街
道
と
い
っ

て
も
そ
の
昔
、
黒
島
の
浜
か
ら

総
持
寺
へ
上
山
す
る
僧
達
が
通

っ
た
道
で
、
わ
ず
か
数
キ
ロ
し

か
な
い
。
し
か
し
、
往
時
の
総

持
寺
の
勢
い
は
大
し
た
も
の

で
、
こ
と
に
年
に
一
度
の
住
持

の
交
代
の
際
に
は
、
道
は
大
勢

の
僧
侶
と
取
り
巻
き
の
人
々
で

大
変
な
賑
わ
い
だ
っ
た
。
そ
れ

は
十
万
石
の
大
名
行
列
を
凌
ぐ

数
だ
っ
た
と
い
う
。

道
下
に
は
、
そ
の
荷
役
の
馬

子
と
厩
が
軒
を
連
ね
て
い
た
。

私
の
先
祖
も
、
き
っ
と
そ
ん
な

馬
方
か
ら
成
り
上
が
っ
た
に
違

い
な
い
。

こ
の
道
下
に
は
、
ほ
か
と
は

一
風
変
わ
っ
た
気
風
が
あ
っ

た
。
た
と
え
ば
道
路
に
し
て
も

一
般
に
農
村
は
平
坦
な
地
は
畑

や
田
ん
ぼ
に
耕
さ
れ
て
、
農
家

は
山
の
麓
に
沿
っ
て
建
て
ら
れ

て
い
る
。
だ
が
、
道
下
は
違
う
。

平
野
の
真
中
に
幅
広
い
道
が
ま

っ
す
ぐ
浜
か
ら
総
持
寺
へ
向
か

っ
て
伸
び
て
、
そ
の
周
り
に
家

が
建
っ
て
い
る
。
田
畑
は
山
裾

に
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
並
ん
で

い
る
。
だ
か
ら
こ
こ
は
、
道
下

の
「
ダ
ラ
町
」
と
呼
ば
れ
た
。

こ
の
ダ
ラ
町
に
は
、
昔
か
ら

ア
カ
犬
を
食
う
風
習
が
あ
っ

た
。
ア
カ
犬
と
は
柴
犬
や
秋
田

犬
な
ど
、
黄
色
の
毛
並
み
を
持

っ
た
昔
な
が
ら
の
日
本
犬
だ
。

尾
を
振
っ
て
町
を
歩
く
ア
カ
犬 大

和
　
一
成（
門
前
町
・
精
神
科
） 

犬
を
食
う
町 

が
、
あ
る
時
、
突
然
姿
を
消
す
。

そ
の
晩
、
そ
れ
は
誰
か
の
胃
袋

に
納
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ご

く
当
た
り
前
の
話
で
、
そ
の
た

め
に
争
い
に
な
っ
た
話
も
聞
い

て
い
な
い
。

あ
る
夕
、
私
が
往
診
の
帰
り

に
町
外
れ
の
製
材
所
の
前
を
通

り
か
か
る
と
、
呼
び
止
め
ら
れ

た
。中
で
は
数
人
の
男
た
ち
が
、

大
鍋
を
囲
ん
で
酒
を
飲
ん
で
い

た
。
鍋
の
真
ん
中
に
は
、
大
き

な
犬
の
頭
が
グ
ツ
グ
ツ
煮
え
て

い
た
。
勧
め
ら
れ
て
目
玉
の
周

り
の
肉
を
つ
つ
い
て
み
て
、
犬

の
肉
も
悪
く
な
い
な
と
思
っ

た
。家

の
裏
の
婆
さ
ん
は
、
犬
を

か
わ
い
が
っ
て
い
た
。
あ
る
日

婆
さ
ん
は
、
そ
れ
を
近
く
の
用

水
に
放
り
込
ん
だ
。
も
が
い
て

頭
を
上
げ
る
と
、
天
秤
棒
で
水

の
中
へ
押
し
込
み
、
犬
が
動
か

な
く
な
る
ま
で
続
け
た
。
見
て

い
た
私
の
妻
は
熱
を
出
し
て
寝

込
ん
で
し
ま
っ
た
。
妻
は
道
下

の
生
ま
れ
で
は
な
か
っ
た
。

今
で
は
、
私
は
犬
を
食
い
た

い
と
は
思
わ
な
い
が
、
町
に
は

も
う
犬
を
食
う
ほ
ど
の
気
力
の

人
も
い
な
く
な
っ
た
。
だ
か
ら

老
人
た
ち
は
、
安
心
し
て
自
分

の
意
に
沿
わ
ぬ
子
や
孫
や
曾
孫

の
代
わ
り
に
、
犬
を
大
切
に
大

事
に
か
わ
い
が
っ
て
養
っ
て
い

る
。
道
下
の
ダ
ラ
町
も
変
っ
た

も
の
だ
。

原
　
和
人（
金
沢
市
・
外
科
） 

難
民
キ
ャ
ン
プ
の 

　
　
　
子
ど
も
た
ち 

私
の
所
属
し
て
い
る
全
日
本

民
医
連
は
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ

ク
侵
略
に
反
対
し
、
イ
ラ
ク
に

対
す
る
人
道
医
療
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

昨
二
〇
〇
五
年
七
月
一
日
か

ら
七
日
の
日
程
で
、
イ
ラ
ク
の

人
々
に
対
し
て
具
体
的
な
支
援

内
容
を
協
議
す
る
た
め
に
、
イ

ラ
ク
の
隣
国
で
あ
る
ヨ
ル
ダ
ン

国
の
ア
ン
マ
ン
に
行
き
、
そ
の

時
に
、
イ
ラ
ク
と
ヨ
ル
ダ
ン
の

国
境
近
く
に
あ
る
イ
ラ
ク
難
民

キ
ャ
ン
プ
を
訪
問
し
ま
し
た
。

地
中
海
の
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ

に
イ
ス
ラ
エ
ル
が
あ
り
、
そ
の

東
が
ヨ
ル
ダ
ン
で
、
さ
ら
に
東

に
行
く
と
イ
ラ
ク
に
達
し
ま

す
。
ヨ
ル
ダ
ン
の
首
都
ア
ン
マ

ン
か
ら
東
に
向
け
て
ま
っ
す
ぐ

な
道
が
続
い
て
い
ま
す
。
道
の

両
側
は
、
一
面
の
土
や
岩
石
に

覆
わ
れ
た
砂
漠
で
、
暑
さ
で
、

遠
方
が
蜃
気
楼
の
よ
う
に
ゆ
ら

ゆ
ら
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
マ
ン
か
ら
二
百
キ
ロ
ほ

ど
走
る
と
、
イ
ラ
ク
と
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
に
向
か
う
道
に
分
か

れ
ま
す
。
「
Ｂ
ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
ｒ
」

（
国
境
）
と
い
う
文
字
を
良
く

見
ま
す
。
そ
の
道
を
走
り
続
け

る
と
、
イ
ラ
ク
と
の
国
境
近
く

に
ル
ウ
ェ
イ
シ
ッ
ド
難
民
キ
ャ

ン
プ
が
あ
り
ま
す
。

サ
ダ
ム
政
権
の
崩
壊
に
よ
っ

て
、
ヨ
ル
ダ
ン
に
逃
れ
て
き
た

難
民
の
キ
ャ
ン
プ
で
す
。
パ
レ

ス
チ
ナ
人
と
ク
ル
ド
人
を
中
心

に
現
在
八
百
七
十
人
が
収
容
さ

れ
て
い
ま
す
。
周
囲
一
キ
ロ
ほ

ど
が
金
網
で
囲
わ
れ
、
入
り
口

に
は
銃
を
持
っ
た
警
官
が
警
備

し
て
い
ま
す
。

難
民
は
、
受
け
入
れ
国
が
決

ま
る
ま
で
、
そ
こ
か
ら
一
歩
も

出
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
な
ど
が
難
民
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
は
、
国

連
が
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
運

営
は
ヨ
ル
ダ
ン
の
ハ
シ
ミ
テ
財

団
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
中
心

会 
員 
投 
稿 

難民キャンプ

難民キャンプの子どもたち

と
す
る
ケ
ア
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

援
助
し
て
い
ま
す
。

難
民
家
族
の
テ
ン
ト
を
訪
問

し
ま
し
た
。
昨
年
四
月
に
電
気

製
品
の
火
花
が
原
因
で
テ
ン
ト

7777777777777777

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

7777777777777777

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

マ
ル
ト
歯
科
医
院（
門
前
町
） 

　
　
　
星
　
野
　
美
恵
子
（
七
十
三
歳
） 

短 

歌 

す
ば
る
七
首 

ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
の
色
し
た
柴
犬
す
ば
る
君
け
ふ
よ
り
わ
が
家
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
な
る 

薬
屋
に
飼
は
る
る
犬
は
日
に
三
度
ビ
オ
フ
ェ
ル
ミ
ン
を
二
錠
宛
飲
む 

山
岳
地
帯
の
狩
猟
犬
の
遺
伝
子
を
持
ち
て
す
ば
る
は
勇
猛
果
敢 

「
成
犬
に
な
れ
ば
悪
戯
は
し
ま
せ
ん
。
」
と
犬
飼
ふ
人
が
わ
れ
に
教
へ
る 

あ
た
ら
し
き
家
犬
に
フ
ィ
ラ
リ
ア
の
予
防
薬
飲
ま
せ
て
逝
き
し
老
い
犬
偲
ぶ 

す
う
た
ん
・
チ
ビ
ち
ゃ
ん
・
す
ば
公
と
さ
ま
ざ
ま
に
呼
び
て
も
う
す
ぐ
二
歳 

診
療
を
終
え
た
る
吾
子
は
ハ
ー
ネ
ス
を
着
け
て
時
雨
る
る
街
へ
連
れ
出
す 

わ
る
さ 

の
テ
ン
ト
を
瞬
く
間
に
巻
き
込

ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
テ

ン
ト
の
中
に
い
た
ア
ヤ
ち
ゃ
ん

と
い
う
三
歳
の
女
の
子
が
死
亡

し
、
ア
ヤ
ち
ゃ
ん
の
母
親
と
隣

人
が
や
け
ど
を
負
っ
て
重
体
と

な
り
ま
し
た
。
左
顔
面
に
や
け

ど
の
痕
が
残
る
お
母
さ
ん
は
元

気
が
な
く
、
夜
中
に
な
る
と
眠

れ
な
い
、
一
人
に
な
る
と
泣
い

て
し
ま
う
状
態
が
続
い
て
い
る

と
い
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
に
あ

る
診
療
所
の
医
師
は
、
や
け
ど

が
多
い
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

狭
い
テ
ン
ト
の
中
で
火
を
使

い
、
子
ど
も
た
ち
が
走
り
回
る

の
で
す
か
ら
当
然
と
い
え
ば
当

然
で
す
。

キ
ャ
ン
プ
の
周
辺
は
人
が
住

め
な
い
よ
う
な
砂
漠
で
す
。
灼

熱
の
太
陽
が
降
り
注
ぎ
ま
す
。

イ
ラ
ク
の
子
ど
も
た
ち
は
、
太

陽
を
赤
で
は
な
く
黄
色
に
描
く

そ
う
で
す
。

キ
ャ
ン
プ
の
周
り
で
竜
巻
が

発
生
し
ま
し
た
。
周
り
を
見
る

と
何
本
も
の
竜
巻
が
あ
り
ま

す
。
不
思
議
と
汗
が
出
て
き
ま

せ
ん
。
汗
が
出
た
瞬
間
に
乾
燥

し
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
ん
な

地
獄
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
イ
ラ

ク
難
民
キ
ャ
ン
プ
が
あ
る
の
で

す
。ヨ

ル
ダ
ン
で
活
動
し
て
い
る

キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で

あ
る
カ
リ
タ
ス
・
ヨ
ル
ダ
ン
の

幹
部
は
、「
戦
争
や
津
波
な
ど

被
害
の
状
況
が
報
じ
ら
れ
る

と
、
国
際
的
な
支
援
が
寄
せ
ら

れ
る
が
、
時
が
過
ぎ
る
と
忘
れ

さ
ら
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、

時
間
と
と
も
に
深
刻
さ
は
増
し

て
く
る
の
で
あ
り
、
本
当
の
支

援
は
、そ
の
後
が
大
切
な
の
だ
」

と
述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
印
象
的

で
し
た
。

が
燃
え
て
、
三
歳
の
女
の
子
が

焼
け
死
ん
だ
家
族
で
す
。
電
気

系
統
の
シ
ョ
ー
ト
が
元
で
最
初

の
テ
ン
ト
に
火
が
つ
き
、
三
つ
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【パズルの解き方】①カギをヒントにマス目をうめ
てください。②二重マスの10文字をABC…順に
並べると「質問文」が出来上がります。③答えは3
文字です。 

新年号を読まれた方なら、どなたでもご応募いただけます 
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F

G

J

E

A

B

I

q神社や寺の前にいるシシに
似たイヌ 

r犬公方と呼ばれた徳川─将軍 
u高知県産の闘犬、─犬 
iポルトガルの首都 
!0終演の反対語 
!2朝鮮のつけ物 
!4長野の次の次の冬季オリン
ピック開催地 

!5鉄道の転てつ機。─を切り
かえる 

!7残念なときや腹のたつとき
に舌をならすしぐさ 

!9出船のとき鳴らす打楽器 
@1湿気をふせぐ─剤 
@3見かけ。うわべ。物を外側か
ら見たようす 

@5仲が悪い、犬─の仲 
@6くる月もくる月も… 
@8お金をためる。郵便─ 
#0署名。有名人の─色紙 
#1夫婦─はイヌも食わぬ 
#2終着駅の反対語は─駅 

必要事項をもれなくご記入いただいた正解者の中から抽選で5人の方に、図書カード（2,000円分）をプレゼント 

2006年 
新春 

2006年 
新春 

2006年 
新春 

ヨコのカギ ヨコのカギ 

タ
テ
の
カ
ギ
 

タ
テ
の
カ
ギ
 

q
京
都
や
奈
良
な
ど
昔
み
や
こ

だ
っ
た
と
こ
ろ 

w
金
太
郎
が
か
つ
ぐ
大
形
の
お

の 

e
り
ん
か
く
線
だ
け
描
い
て
あ

る
紙
に
色
を
ぬ
っ
て
遊
ぶ 

r
サ
ザ
エ
の
│
焼
き
。
サ
ツ
マ

イ
モ
の
│
焼
き 

t
落
花
生
、ピ
ー
ナ
ツ
。
│
ま

め 

y
お
城
の
屋
根
の
魚
、
│
ほ
こ 

o
長
さ
。尺
度
。
│
を
は
か
る 

!1
イ
ヌ
の
次
の
十
二
支
動
物

は
？ 

!3
届
け
出
な
い
こ
と 

!4
遠
く
で
ほ
え
る
イ
ヌ
の
な
き
声 

!6
成
人
の
日
は
│
第
二
月
曜
日 

!8
つ
む
じ
風
と
も
い
う
激
し
く

て
大
き
い
空
気
の
う
ず
ま
き 

@0
運
動
で
走
る
。
│
シ
ャ
ツ 

@2
運
送
料
。運
搬
料 

@4
そ
う
な
っ
た
わ
け
。
事
の
な

り
ゆ
き
。今
ま
で
の
│
を
話

す
。 

@7
政
府
発
行
の
証
票
。収
入
│ 

@9
ひ
ま
。あ
い
ま
。余
っ
た
時
間 

モロズミ勝 

答え 上のマス 
目の中に ？ 質問 

出　題 

35年前、観光地のホテルで起こった無差別殺人。

この事件を映画化しようとする映画監督・松村

（椎名桔平）はヒロインに若手女優・杉浦渚（優

香）を抜擢します。しかし、撮影が近づくにつれ

て、渚は不気味な夢や幻覚を見るようになり、自

分が35年前にそのホテルで殺された少女の転生で

あることを確信します。

１月７日から全国東宝邦画系でロードショー。

舞台は、都内の高級ホテル「ホテルアバンティ」。

汚職議員や自殺願望をもつ演歌歌手など訳ありの

宿泊客とそこで働く人々が、大晦日の年をまたい

だ２時間の中で遭遇した事件によって、生きる勇

気を取り戻していく物語です。

１月14日から全国東宝邦画系でロードショー。

「初恋のきた道」「あの子を探して」など中国庶

民の暮らしを豊かな色彩で描いてきたチャン・イ

『単騎、千里を走る』
チャン・イーモウ監督

『THE 有頂天ホテル』
三谷幸喜監督

『輪廻』
清水崇監督

邦　画邦　画

ーモウ監督が、高倉健と組んだ感動作。老いた漁

師の高田（高倉健）は、東京で民俗学を研究して

いる息子・健一（中井貴一）が病で倒れたと聞き、

上京します。息子の命が長くないことを知った高

田は、健一が中国奥地で現地の人と交わしてきた

約束を果たすため、単身中国にわたります。

１月28日から全国東宝邦画系でロードショー。

小川洋子原作の同名小説の映画化。交通事故で

記憶が80分しかもたなくなった元数学教授の博士

（寺尾聰）と、そこで働く家政婦（深津絵里）と

その息子（成人してからは吉岡秀隆）がくりひろ

げる感動の物語です。

正月第２弾全国松竹・東急系にてロードショー。

荘厳なアフリカの大地と共存する誇り高きマサ

イの戦士。戦闘技術、忍耐、勇気を磨くために幼

いころから様々な儀式と経験を積み、選ばれた者

だけが戦士となることを許されます。彼らの知ら

れざる姿を描き、未知の世界へと観る者を誘う作

品です。

『マサイ』
バスカル・ブリッソン監督

洋　画洋　画

『博士の愛した数式』
小泉堯史監督

アメリカ合衆国政府がどのように石油業界と結

託し、テロリズムを作り出していったかを世界的

な観点からえぐった異色作。その過程に巻き込ま

れてしまったCIA老エージェント、中東の油田作

業員親子、スラム街出身の企業弁護士などの生き

様を描いています。

正月第２弾、全国ロードショー。

19世紀のロンドンを舞台に、天涯孤独の少年オ

リバーがさまざまな悪に出会いながらも、決して

純粋な心を失うことなく幸せをつかむまでを描い

た物語。「戦場のピアニスト」のポランスキー監

督作品。

正月第２弾、全国ロードショー。

1994年のルワンダ虐殺事件。民族間の争いで３

カ月間に100万人が殺されました。この事件に遭

遇したホテル支配人ポールは、勇気を奮い起こし

ホテルに人々をかくまいます。彼の行動は、やが

て1200人もの人々の命を救う事に…。ルワンダ版

『シンドラーのリスト』ともいうべき感動作です。

正月第２弾、全国ロードショー。

（全国情報のため、上映日程は、新聞・サイトな

どでご確認下さい）

『ホテル・ルワンダ』
テリー・ジョージ監督

『オリバー・ツイスト』
ロマン・ポランスキー監督

『シリアナ』
スティーブン・ギャガン監督お正月の映画 お正月の映画 
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開
業
し
て
六
〜
七
年
た
っ
た
こ
ろ
だ
と
思
う
が
、
よ
う
や

く
患
者
さ
ん
も
増
え
て
き
て
、
な
ん
と
か
経
営
的
に
や
っ
て

い
け
そ
う
な
メ
ド
が
た
っ
た
こ
ろ
、
本
来
な
ら
あ
る
種
の
達

成
感
と
い
う
か
充
実
感
を
感
じ
て
も
い
い
は
ず
だ
っ
た
の
だ

が
、
言
い
よ
う
の
な
い
虚
脱
感
に
襲
わ
れ
た
。
こ
の
ま
ま
同

じ
毎
日
の
繰
り
返
し
で
、
た
だ
借
金
を
返
し
て
い
く
の
か
？

俺
は
こ
れ
だ
け
の
男
だ
っ
た
の
か
？

そ
ん
な
時
、
ち
ょ
う
ど
行
き
つ
け
の
ロ
ッ
ク
・
バ
ー
が
パ

ー
テ
ィ
ー
を
や
る
こ
と
に
な
り
、
常
連
客
で
ラ
イ
ブ
演
奏
を

す
る
の
で
参
加
し
な
い
か
と
誘
わ
れ
た
。
も
と
も
と
私
は
小

学
生
の
こ
ろ
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
た
の

だ
が
（
ソ
ナ
チ
ネ
ど
ま
り
）、
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
の
「
イ
マ

ジ
ン
」
を
聴
い
て
世
界
が
変
わ
り
、
中
学
時
代
か
ら
友
人
た

ち
と
ロ
ッ
ク
・
バ
ン
ド
を
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も

予
備
校
時
代
を
除
い
て
音
楽
活
動
は
続
け
、
医
者
に
な
っ
て

か
ら
も
職
場
に
は
内
緒
で
バ
ン
ド
活
動
は
続
け
て
い
た
が
、

開
業
す
る
二
〜
三
年
前
か
ら
は
完
全
に
辞
め
て
し
ま
っ
て
い

た
。し

た
が
っ
て
何
年
も
鍵
盤
に
さ
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
最
初
は
と
て
も
不
安
だ
っ
た
が
、
練
習
を
重
ね
る
う
ち

に
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
自
分
に
足
り

な
か
っ
た
も
の
は
こ
れ
だ
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
れ

か
ら
は
年
に
一
〜
二
度
、
バ
ン
ド
仲
間
が
集
ま
っ
て
ラ
イ

ブ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
た
り
し
て
い
た
。
し
か
し
、
音

楽
に
対
す
る
情
熱
は
ど
ん
ど
ん
強
く
な
り
、
二
〇
〇
三
年
九

月
、
ザ
・
ソ
ー
プ
ス
と
い
う
Ｒ
＆
Ｂ
バ
ン
ド
の
キ
ー
ボ
ー
ド

が
辞
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
任
と
し
て
入
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ブ
ル
ー
ス
・
ピ
ア
ノ
と
い
う
の
を
そ
れ
ま
で
弾
い
た

こ
と
が
な
く
、
最
初
は
と
て
も
苦
労
し
た
し
、
一
カ
月
間
に

三
十
曲
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
覚
え
る
の
は
大
変
だ
っ
た
が
、

と
て
も
充
実
し
て
い
て
楽
し
か
っ
た
。

今
の
バ
ン
ド
で
の
デ
ビ
ュ
ー
戦
は
二
〇
〇
三
年
十
月
、
某

小
学
校
の
体
育
館
だ
っ
た
。
小
学
生
に
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ト

ー
ン
ズ
を
聴
か
せ
て
や
っ
て
く
れ
、
と
い
う
の
で
一
曲
目
に

「
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
」
を
や
っ
た

ら
、
大
音
響
に
驚
い
た
子
ど
も
た
ち
が
半
分
ほ
ど
逃
げ
て
行

っ
て
し
ま
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
親
や
学
校
の
先
生
た
ち
の

方
が
ウ
ケ
て
い
た
の
が
笑
え
た
。

そ
れ
か
ら
は
プ
ロ
の
前
座
や
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演

し
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
を
制
作
し
、
五
月
に
金
沢
ロ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

十
一
月
に
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
・
ロ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

出
演
し
、
オ
ヤ
ジ
バ
ン
ド
こ
こ
に
あ
り
、
と
が
ん
ば
っ
て
い

る
。気

の
合
う
仲
間
と
演
奏
し
た
後
に
飲
む
ビ
ー
ル
！
今
の
私

に
と
っ
て
最
高
に
幸
福
な
瞬
間
で
あ
る
。
た
だ
、
家
内
に
と

っ
て
は
む
し
ろ
面
倒
事
の
よ
う
で
、
家
か
ら
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

が
無
く
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
も
っ
と
場
所
を
と
る
キ
ー
ボ

ー
ド
が
毎
年
一
台
ず
つ
増
え
て
い
く
の
は
一
体
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
？
使
わ
な
い
古
い
や
つ
は
売
れ
ば
い
い
の

に
・
・
・
、
な
ど
と
日
々
攻
撃
さ
れ
て
い
る
。
私
と
し
て
は

将
来
は
ハ
モ
ン
ド
Ｂ
ー

３
や
フ
ェ
ン
ダ
ー
・
ロ
ー
ズ
を
買
い

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
だ
が
、
ど
う
家
内
を
説
得
す
る
か
が

問
題
の
よ
う
だ
。

と
も
か
く
今
の
私
に
と
っ
て
音
楽
は
、
仕
事
を
し
て
い
く

上
で
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
も
必
要
不
可
欠
な
も
の

で
あ
る
。
せ
め
て
、
あ
と
五
年
早
く
ブ
ル
ー
ス
に
出
会
い
た

か
っ
た
と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

会員リレーエッセイ ◆◆81◆◆
楽
し
い
ラ
ス
ベ
ガ
ス
仲
間 

ラ
ス
ベ
ガ
ス
へ
何
度
も
行
っ

て
い
る
う
ち
に
、
同
じ
よ
う
な

リ
ピ
ー
タ
ー
の
顔
見
知
り
が
だ

ん
だ
ん
増
え
て
き
ま
す
。
筆
者

は
気
ま
ま
な
単
独
行
動
が
多
い三宅　靖三宅　靖（金沢市金沢市・内科） 三宅　靖（金沢市・内科） 

１５ 

の
で
す
が
、
同
好
の
士
と
軽
く

雑
談
を
し
な
が
ら
同
じ
テ
ー
ブ

ル
で
ゲ
ー
ム
に
興
じ
る
の
も
ま

た
楽
し
い
も
の
で
す
。

今
回
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
知

り
合
っ
た
筆
者
に
と
っ
て
の
福

の
神
と
も
言
う
べ
き
、
Ｋ
夫
妻

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
二
年
ぐ

ら
い
前
の
九
月
の
連
休
に
、
バ

リ
ー
ズ
と
い
う
老
舗
ホ
テ
ル
の

カ
ジ
ノ
で
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク

を
し
て
い
た
と
き
で
す
。
お
隣

に
日
本
人
の
ご
夫
婦
と
お
ぼ
し

き
上
品
な
カ
ッ
プ
ル
が
座
ら
れ

ま
し
た
。
年
の
こ
ろ
は
お
二
人

と
も
四
十
歳
ぐ
ら
い
で
、
一
回

当
た
り
の
賭
け
金
も
筆
者
と
同

じ
程
度
で
、「
日
本
か
ら
で
す

ね
」
な
ど
と
軽
く
お
し
ゃ
べ
り

を
し
な
が
ら
和
や
か
に
プ
レ
イ

し
て
い
ま
し
た
。

以
前
に
も
説
明
い
た
し
ま
し

た
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
で

は
最
初
の
賭
け
金
を
二
倍
に
す

る
オ
プ
シ
ョ
ン
可
能
な
場
合
が

あ
り
、
そ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
る

と
、
最
初
賭
け
た
は
ず
の
金
額

の
五
〜
六
倍
の
賭
け
金
と
な
っ

て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
る
と
き
、
筆
者
が
そ
の
よ
う

な
場
面
に
遭
遇
し
、
五
十
ド
ル

賭
け
た
は
ず
が
、
一
気
に
三
百

ド
ル
の
勝
負
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。「
う
、
こ
の
数
秒
で

三
万
円
以
上
か
・
・
・
え
〜

い
、
い
っ
て
し
ま
え
！
」
と
な

っ
た
わ
け
で
す
が
、
結
果
的
に

は
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
に
な

り
、
結
局
ド
キ
ド
キ
し
た
だ
け

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

か
な
り
興
奮
し
て
い
た
の
で
、

文
法
的
に
正
し
い
英
語
は
も
は

や
使
え
ま
せ
ん
。
胸
を
押
さ
え

な
が
ら
「
パ
ル
ピ
テ
イ
シ
ョ
ン
、

パ
ル
ピ
テ
イ
シ
ョ
ン
」
と
「
動

悸
」
い
う
意
味
の
単
語
を
繰
り

返
し
叫
ん
で
い
ま
し
た
。

デ
ィ
ー
ラ
ー
は
、
に
や
り
と

笑
っ
て
い
る
だ
け
で
し
た
が
、

横
の
ご
夫
妻
の
奥
様
の
ほ
う
が

ボ
ソ
ッ
と
、「
私
だ
っ
た
ら
パ

ル
ピ
テ
イ
シ
ョ
ン
ど
こ
ろ
か
ア

リ
ス
ミ
ー
（
不
整
脈
）
に
な
る

わ
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
筆
者
は
即
座
に
反
応

し
ま
し
た
。
堅
気
（
？
）
の
ご

婦
人
か
ら
「
ア
リ
ス
ミ
ー
」
と

い
う
言
葉
が
自
然
に
出
て
く
る

と
は
大
変
に
考
え
に
く
い
の
で

す
。
「
ア
リ
ス
ミ
ー
で
す

か
・
・
・
も
、
も
し
か
し
て
同

業
で
は
・
・
・
？
」
と
お
尋
ね

し
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
奥
様
は

内
科
医
、
ご
主
人
は
整
形
外
科

医
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
あ

と
自
己
紹
介
な
ど
が
あ
り
、
奥

様
の
方
は
金
沢
に
お
友
達
も
多

く
、
筆
者
も
お
顔
と
お
名
前
ぐ

ら
い
は
存
じ
上
げ
て
い
る
方
も

含
ま
れ
て
い
て
、「
世
の
中
狭

い
で
す
ね
」
な
ど
と
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
日
本
に
帰
っ
て

か
ら
も
連
休
が
近
く
な
る
と

「
そ
ろ
そ
ろ
で
す
ね
・
・
・
」、

「
は
い
、
も
う
す
ぐ
で
す
、
現

地
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」
な

ど
と
メ
ー
ル
交
換
を
し
、
時
間

が
合
え
ば
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
先
ほ
ど
「
福
の
神
」

と
書
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
は

理
由
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
Ｋ
夫

妻
に
お
会
い
し
て
か
ら
と
い
う

も
の
、
一
緒
に
プ
レ
イ
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
後
に
ビ
デ
オ
ポ
ー

カ
ー
を
す
る
と
、
不
思
議
な
ほ

ど
最
高
手
の
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ラ
ッ

シ
ュ
を
ヒ
ッ
ト
す
る
の
で
す
。

こ
の
二
年
間
で
五
回
、
ロ
イ
ヤ

ル
を
ヒ
ッ
ト
し
た
の
で
す
が
、

そ
れ
が
す
べ
て
Ｋ
夫
妻
に
お
会

い
し
た
そ
の
日
な
の
で
す
。
Ｋ

夫
妻
の
方
は
最
近
の
戦
績
は
あ

ま
り
思
わ
し
い
も
の
で
は
な
い

と
の
こ
と
で
す
の
で
、
も
し
か

し
て
筆
者
は
こ
の
お
二
人
か
ら

運
を
吸
い
取
る
貧
乏
神
か

も
・
・
・
。
ま
あ
、
数
学
的
に

言
え
ば
「
単
な
る
偶
然
」
以
外

の
何
物
で
も
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、

こ
ん
な
楽
し
み
方
も
あ
っ
て
も

い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

（
あ
ち
ら
は
迷
惑
？
？
）。

さ
ら
に
、
同
業
と
は
い
え
仕

事
上
の
お
付
き
合
い
が
あ
る
わ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
こ
そ
利
害

関
係
も
ま
っ
た
く
な
い
の
で
、

純
粋
に
「
遊
び
仲
間
」
と
い
う

感
覚
に
な
り
、
心
か
ら
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
仕
事
関
係

以
外
で
新
し
い
知
人
が
で
き
る

こ
と
の
少
な
い
年
齢
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
こ
れ
も
ラ
ス

ベ
ガ
ス
の
う
れ
し
い
効
能
の
一

つ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
ラ
ス
ベ
ガ

ス
で
知
り
合
っ
た
た
く
さ
ん
の

楽
し
い
、
あ
る
い
は
困
っ
た

（
？
）
人
た
ち
が
い
ま
す
。
ま

た
、
金
沢
近
郊
で
も
「
ラ
ス
ベ

ガ
ス
好
き
」
は
、
探
せ
ば
か
な

り
の
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ

う
で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま

た
改
め
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

原
稿
募
集
中
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
憲
法
九
条
・
教
育
基
本
法
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

N
O

M
U
S
I
C

N
O

L
I
F
E

四
位
例
　
靖
（
金
沢
市
・
内
科
）

囲 碁 

（解答は3面にあります） （解答は3面にあります） 

持
駒
　
銀
桂 

■出題 
　九段 
　石榑郁郎 

黒
先
　
7
分
で
一
、
二
級
以
上
 

〈
ヒ
ン
ト
〉 一
手
目
が
白
の
眼
形
を
奪
う
 

 

好
手
で
す
。
 

■出題 
　九段 
　西村一義 
　中級クラス 

〈ヒント〉5手目にうまい銀捨て……。 
 10分で2段。 

123456

一 

二 

三 

四 

五 

六 

七 

玉 

角 
飛 

桂 香 

歩 歩 
歩 

角 

金 

第2休業保障制度 
休業保障満口加入のみなさまへ 

ここが魅力!!ここが魅力!!

申込みは随時受け付けます。 

①最高保障月額300万円 
②既往症があっても告知すれ
ば他の疾病は給付 

③掛金は法人負担で損金 
④74歳まで加入可 
⑤無事故で掛金の20%が戻る 
⑥団体割引で掛金が安い 

●お問合せは… 

有限会社 ヒポクラテス 
　　TEL 076（222）5373

1111111111111
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

111111111111 1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1




	新聞新年号本文2-5
	新聞新年号（九段）6-9
	新聞新年号本文10
	新聞新年号_座談会11-14
	新聞新年号本文16-21再
	新聞新年号本文22
	新聞新年号本文23



